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― 

宣
長
国
学
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）

田　
　

中　
　

康　
　

二　
　
　
　

〈
要
旨
〉
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
を
境
に
し
て
、
近
代
日
本
の
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
す
べ
て
百
八
十
度
転
回
し
た
。
教
育
行
政
も
そ
の
例
外
で

は
な
い
。
本
稿
で
は
、
小
学
教
科
書
が
敗
戦
の
日
を
経
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長
の
国
学
の
取
扱
い
を
メ
ル
ク
マ
ー

ル
に
し
て
検
討
す
る
。
敗
戦
直
後
、
国
民
学
校
の
科
目
お
よ
び
使
用
教
科
書
の
存
続
が
重
要
課
題
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
四
大
改
革
指
令
の
趣
旨

に
従
い
、
国
語
教
科
書
は
二
度
に
わ
た
る
墨
塗
り
処
理
、
暫
定
教
科
書
を
経
て
改
編
さ
れ
、
宣
長
の
詠
ん
だ
歌
は
教
科
書
か
ら
消
失
し
た
。
次

に
、
国
史
は
指
令
に
よ
り
、
授
業
が
停
止
さ
れ
た
が
、
教
科
書
の
大
胆
な
編
成
替
え
に
よ
っ
て
続
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
宣
長
の
国
学
は

戦
前
・
戦
中
期
に
は
尊
王
論
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
後
に
国
学
は
儒
学
や
蘭
学
と
と
も
に
、
近
世
期
の
学
問
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
と
し
て
、
修
身
は
指
令
の
趣
旨
に
よ
り
、
科
目
自
体
が
廃
止
と
な
り
、
宣
長
の
国
学
が
ふ
た
た
び
教
壇
で
講
じ
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
三
科
目
に
お
け
る
戦
前
・
戦
中
期
教
科
書
の
国
学
像
は
、
実
体
と
は
か
け
離
れ
た
誤
読
と
そ
の
場
限
り
の
曲
解

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
虚
像
で
あ
っ
た
。
国
語
教
科
書
に
お
い
て
は
、
無
関
係
な
事
柄
を
無
理
矢
理
に
解
釈
す
る
牽
強
付
会
が
行
わ
れ
、
国
史
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教
科
書
に
お
い
て
は
、
儒
学
を
国
学
の
範
疇
に
組
み
入
れ
る
と
い
っ
た
拡
大
解
釈
が
行
わ
れ
、
修
身
教
科
書
に
お
い
て
は
、
国
学
の
言
説
を
恣

意
的
に
抜
き
取
り
、
そ
こ
か
ら
都
合
の
良
い
解
釈
を
導
き
出
す
断
章
取
義
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
誤
読
と
曲
解
に
よ
っ
て
、
国
学
は
本
来
の

姿
と
は
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
植
え
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
時
中
に
お
い
て
は
国
威
を
発
揚
さ
せ
、
人
心
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
、
戦
後
に
お
い
て
は
墨
塗
り
や
削
除
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
語
・
国
史
・
修
身
は
国
民
学
校
国
民
科
に
属
す
る
、
同
一
教
科
の

科
目
と
し
て
教
授
さ
れ
た
が
、
戦
後
に
は
国
語
科
と
社
会
科
と
い
う
、
ま
っ
た
く
異
な
る
教
科
と
し
て
教
授
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
小
学
教
科
書
・
敗
戦
・
本
居
宣
長
・
国
学
・
誤
読
と
曲
解

　
　
　
　
　

一
、
問
題
の
所
在

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
は
連
合
国
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
終
戦
を
迎
え
た
。
日
本
が
戦
争
に
敗
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

政
治
・
経
済
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
思
想
・
文
化
・
教
育
ま
で
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
。「
小
学
教
科
書
の
敗
戦
」
と
は
、
敗
戦
の
前
後
で

小
学
校
教
科
書
が
い
か
に
変
容
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
学
校
教
科
書
が
い
か
に
し
て
戦
争
に
敗
れ
た
か
と
い
う

こ
と
が
第
一
義
的
な
意
味
で
は
な
い
。
だ
が
、
戦
前
・
戦
中
と
戦
後
と
を
比
較
す
れ
ば
、
学
校
教
科
書
も
ま
た
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
否
応
な
く
敗
戦
を
体
験
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
教
科
書
の
敗
戦
と
は
教
科
書
そ
れ
自
体
が
経

験
し
た
戦
争
体
験
を
ふ
り
返
る
行
為
で
も
あ
る
。
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さ
て
、
本
稿
の
関
心
の
あ
り
か
は
初
等
科
（
小
学
校
課
程
）
の
教
科
書
に
お
け
る
「
国
学
」
の
記
述
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。「
国
学
」
は

国
語
・
国
史
・
修
身
の
三
科
目
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
本
居
宣
長
の
国
学
に
関
す
る
扱
い
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

か
つ
て
「
松
坂
の
一
夜
」
と
「
敷
島
の
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
享
受
の
一
端
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
注
１
）。
だ
が
、
宣
長
国
学
の
扱
い
は

「
松
坂
の
一
夜
」
と
「
敷
島
の
歌
」
の
二
つ
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
俯
瞰
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
展
望
の
も
と
、
本
稿
で
は
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
、
宣
長
国
学
に
関
す
る
小
学
教
科
書
の
記
述
が
い
か
に
変
容
し
た

か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
古
典
学
の
近
代
に
お
け
る
展
開
を
考
え
る
契
機
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　

二
、
教
育
行
政
の
敗
戦

　

敗
戦
の
日
を
は
さ
ん
で
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
こ
と
が
百
八
十
度
転
回
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
戦
前
お
よ
び
戦
時
中
の
体
制
が

瓦
解
し
、
す
べ
て
の
事
柄
は
占
領
軍
の
意
向
、
あ
る
い
は
占
領
軍
へ
の
忖
度
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
教
育
行
政
も
ま
た
、
そ
の
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
敗
戦
の
同
日
に
出
さ
れ
た
、
文
部
大
臣
太
田
耕
造
名
義
の
訓
令
に
よ
れ
ば
、「
国
体
護
持
ノ
一
念
ニ
徹
シ
教
育
ニ
従
事
ス
ル
」
こ
と

を
旗
幟
と
し
て
、
焦
土
と
化
し
た
こ
の
国
で
茨
の
道
を
行
く
覚
悟
を
表
明
す
る（
注
２
）。
終
戦
の
詔
勅
と
同
日
に
、
先
手
を
打
っ
て
出
さ
れ
た
こ

の
訓
令
は
、
敗
戦
国
と
し
て
歩
む
道
を
自
ら
切
り
拓
く
べ
く
、
率
先
し
て
教
育
改
革
に
取
り
組
む
意
欲
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

　

こ
の
訓
令
に
即
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
行
政
上
の
仕
組
み
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
文
部
省
は
戦
時
教
育
体

制
を
一
掃
し
て
、
平
常
の
授
業
に
移
行
す
る
べ
く
、「
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
」（
昭
和
二
十
年
九
月
十
五
日
）
を
発
表
し
た（
注
３
）。
そ
の
中

に
「
三 

教
科
書
」
の
項
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

教
科
書
ハ
新
教
育
方
針
ニ
即
応
シ
テ
根
本
的
改
訂
ヲ
断
行
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ガ
差
当
リ
訂
正
削
除
ス
ベ
キ
部
分
ヲ
指
示
シ
テ
教
授
上
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遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ツ
タ

　

こ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
、「
終
戦
ニ
伴
フ
教
科
用
図
書
取
扱
方
ニ
関
ス
ル
件
」（
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
日
）
が
策
定
さ
れ
た
。
一
般
に
、

第
一
次
「
削
除
・
修
正
（
墨
ぬ
り
等
）」
通
牒
と
称
す
る
。
そ
れ
は
「
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
」
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
文
書

第
三
章
「
終
戦
ニ
伴
フ
教
育
措
置
」「
十
四 

教
科
書
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
摘
記
し
て
検
討
し
た
い
。

中
等
学
校
、
青
年
学
校
及
国
民
学
校
ニ
於
ケ
ル
教
科
用
図
書
ニ
付
キ
テ
ハ
追
ツ
テ
何
分
ノ
指
示
ア
ル
マ
デ
現
行
教
科
用
図
書
ヲ
継
続
使
用

シ
差
支
ナ
キ
モ
戦
争
終
結
ニ
関
ス
ル
詔
書
ノ
御
精
神
ニ
鑑
ミ
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
教
材
ニ
ツ
キ
テ
ハ
左
記
ニ
依
リ
全
部
或
ハ
部
分
的
ニ
削
除
シ

又
ハ
取
扱
ニ
慎
重
ヲ
期
ス
ル
等
万
全
ノ
注
意
ヲ
払
ハ
レ
度
此
段
及
通
牒

　

中
等
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
に
関
し
て
、
正
式
な
指
示
が
下
る
ま
で
の
間
は
「
戦
争
終
結
ニ
関
ス
ル
詔

書
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
自
発
的
に
全
文
省
略
や
部
分
削
除
、
あ
る
い
は
取
扱
い
注
意
と
い
っ
た
方
向
を
決
め
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
い
う
。
戦
勝
国
に
対
し
て
恭
順
の
意
思
を
明
確
に
し
、
連
合
国
軍
の
機
先
を
制
し
て
自
ら
進
ん
で
改
革
を
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

　

そ
の
よ
う
な
教
科
書
の
内
容
を
選
別
す
る
際
の
具
体
的
な
方
針
、
教
材
仕
分
け
の
基
準
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

一　

省
略
削
除
又
ハ
取
扱
上
注
意
ス
ベ
キ
教
材
ノ
規
準
概
ネ
左
ノ
如
シ

　

イ　

国
防
軍
備
等
ヲ
強
調
セ
ル
教
材

　

ロ　

戦
意
昂
揚
ニ
関
ス
ル
教
材

　

ハ　

国
際
ノ
和
親
ヲ
妨
グ
ル
虞
ア
ル
教
材

　
　
　

ニ　

戦
争
終
結
ニ
伴
フ
現
実
ノ
事
態
ト
著
ク
遊
離
シ
又
ハ
今
後
ニ
於
ケ
ル
児
童
生
徒
ノ
生
活
体
験
ト
甚
シ
ク
遠
ザ
カ
リ
教
材
ト
シ
テ
ノ

価
値
ヲ
減
損
セ
ル
教
材
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ホ　

其
ノ
他
承
詔
必
謹
ノ
点
ニ
鑑
ミ
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
教
材

  
こ
こ
に
掲
出
さ
れ
た
四
項
目
（
プ
ラ
ス
一
項
目
）
は
、
た
し
か
に
連
合
国
軍
の
意
向
を
忖
度
し
、
終
戦
の
詔
勅
（
詔
書
）
の
趣
旨
を
よ
り
明

確
に
し
た
基
準
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
方
針
の
下
に
削
除
さ
れ
た
も
の
を
補
う
た
め
の
補
填
教

材
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二　

教
材
省
略
ノ
為
補
充
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ニ
ハ
国
体
護
持
、
道
義
確
立
ニ
関
ス
ル
教
材
、
文
化
国
家
ノ
国
民
タ
ル
ニ
フ
サ
ハ
シ
キ
教

養
、
躾
等
ニ
関
ス
ル
教
材
、
農
産
増
強
ニ
関
ス
ル
教
材
、
科
学
的
精
神
啓
培

ニ
其
ノ
具
現
ニ
関
ス
ル
教
材
、
体
育
衛
生
ニ
関
ス
ル
教

材
、
国
際
平
和
ニ
関
ス
ル
教
材
等
ヲ
夫
々
ノ
教
科
科
目
ノ
立
場
ヨ
リ
土
地
ノ
情
況
、
時
局
ノ
現
実
等
ニ
稽
ヘ
テ
適
宜
採
取
補
充
ス
ル
コ
ト

　

削
除
さ
れ
た
教
材
の
補
填
教
材
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
教
材
が
併
記
さ
れ
る
中
で
、
真
っ
先
に
「
国
体
護
持
、
道
義
確
立
ニ
関
ス
ル

教
材
」
を
掲
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
敗
戦
の
日
の
文
部
相
の
訓
令
に
明
確
に
記
さ
れ
た
こ
と
を
踏
襲
し
た
、
当
時
の
日
本

と
し
て
は
決
し
て
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
最
終
防
衛
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
敗
戦
の
日
以
来
、
そ
の
考
え
は
一
貫
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の

よ
う
な
基
準
に
沿
っ
て
、
国
民
学
校
後
期
用
の
国
語
教
科
書
を
例
に
し
て
、
削
除
す
べ
き
教
材
と
取
扱
い
注
意
の
教
材
を
具
体
的
に
例
示
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
省
略
に
従
う
。

　

こ
の
省
令
に
即
し
て
各
学
校
で
教
科
書
の
点
検
が
行
わ
れ
た
の
は
、
地
方
に
よ
り
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
通
達
直
後
の
九
月

中
旬
よ
り
十
月
中
旬
ま
で
の
一
ヶ
月
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
点
検
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
際
に
行
わ
れ
た
の
は
、
指
示
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

教
科
書
か
ら
引
き
裂
き
、
文
単
位
の
訂
正
は
墨
を
塗
っ
て
見
え
な
く
し
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
を
否
定
し
、
そ
の
内
容
を
覆
い
隠

す
か
の
よ
う
に
、
日
本
全
国
の
教
育
現
場
で
黙
々
と
墨
塗
り
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
詔
書
の
趣
旨
と
占
領
軍
へ
の
忖
度
と
の
間
に
あ
っ
た
齟
齬
が
顕
在
化
し
た
。
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
本
格
的
に

占
領
政
策
を
実
行
に
移
し
、W

ar Guilt Inform
ation Program

（
戦
争
に
つ
い
て
の
罪
悪
感
を
日
本
人
の
心
に
植
え
つ
け
る
た
め
の
宣
伝
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計
画
）
を
着
々
と
実
行
に
移
し
に
か
か
っ
て
い
た（
注
４
）。
そ
れ
は
政
治
か
ら
行
政
に
い
た
る
変
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
こ
と
教
育
に
限

定
す
れ
ば
、
一
般
に
「
四
大
改
革
指
令
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
通
り
で
あ
る（
注
５
）。

　

一
、
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
（
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
二
日
）

　

二
、
教
員
及
教
育
関
係
官
ノ
調
査
、
除
外
、
認
可
ニ
関
ス
ル
件
（
昭
和
二
十
年
十
月
三
十
日
）

　

三
、
国
家
神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並
ニ
弘
布
ノ
廃
止
ニ
関
ス
ル
件
（
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五

日
）

　

四
、
修
身
、
日
本
歴
史
及
ビ
地
理
停
止
ニ
関
ス
ル
件
（
昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
）

　

第
一
は
教
育
制
度
全
般
に
わ
た
り
、「
教
育
内
容
、
教
職
員
、
及
び
教
科
目
・
教
材
の
検
討
・
改
訂
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
指
示
」
に
関
す

る
も
の
で
、
以
下
で
詳
述
す
る
。
第
二
は
こ
れ
を
教
員
に
適
用
し
、「
軍
国
主
義
的
、
極
端
な
国
家
主
義
思
想
を
持
つ
者
」
を
教
職
か
ら
排
除

す
る
も
の
で
、
一
般
に
「
教
職
追
放
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
第
三
は
「
信
教
の
自
由
の
確
保
と
、
極
端
な
国
家
主
義
と
軍
国
主
義
の
思
想
的
基

盤
を
な
し
た
と
さ
れ
る
国
家
神
道
の
解
体
に
よ
り
、
国
家
と
宗
教
と
の
分
離
と
宗
教
の
政
治
的
目
的
に
よ
る
利
用
の
禁
止
」
を
目
指
す
も
の

で
、
一
般
に
は
「
神
道
指
令
」
と
称
す
る
。
第
四
は
「
軍
国
主
義
的
及
び
極
端
な
国
家
主
義
的
思
想
の
排
除
を
教
育
内
容
に
お
い
て
徹
底
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
修
身
・
日
本
歴
史
・
地
理
の
授
業
停
止
と
そ
れ
ら
の
教
科
書
・
教
師
用
参
考
書
の
回
収
と
を
命
じ
た
も
の
」
で
、
第
四
節

以
降
で
問
題
に
す
る
。

　

さ
て
、
こ
の
う
ち
一
の
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
」
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
第
二
次
「
削
除
・
修
正
（
墨
ぬ
り
等
）」
通
牒

が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
途
中
経
過
と
し
て
、「
教
科
書
図
書
取
扱
方
ニ
関
ス
ル
件
」（
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
発
教
八
号
、

教
科
書
局
長
ヨ
リ
地
方
長
官
学
校
長
）
と
す
る
通
達
が
届
け
ら
れ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
テ
、
九
月
二
十
日
付
文
部
次
官
通
牒
ヲ
以
テ
指
示
致
置
キ
タ
ル
ト
コ
ロ
、
其
ノ
後
現
行
各
教
科
書
中
削
除
訂
正
ス
ベ
キ
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箇
所
ニ
付
慎
重
検
討
シ
目
下
聯
合
艦
隊
司
令
部
ト
打
合
中
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
右
決
定
ノ
上
ハ
具
体
的
ニ
指
示
致
ス
ベ
キ
モ
、
追
テ
指
示
有
之

マ
デ
ハ
取
リ
敢
ヘ
ズ
右
通
牒
ノ
趣
旨
ニ
則
リ
図
書
中
不
適
当
ナ
ル
箇
所
ニ
付
テ
ハ
必
ラ
ズ
削
除
訂
正
ヲ
加
ヘ
、
教
育
上
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ

ラ
レ
度
、
右
為
念
及
通
牒

　

要
す
る
に
、
第
一
次
墨
ぬ
り
処
理
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
言
い
渡
さ
れ
、
今
そ
の
具
体
的
指
示
を
待
つ
待
機
中
の
状
態
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
屈
辱
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
教
室
で
指
示
し
た
側
の
教
師
が
、
そ
の
や
り
直
し
を
さ
せ
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
や
り
直
し
命
令
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
占
領
軍
に
よ
る
敗
戦
国
か
ら
の
主
導
権
の
奪
還
と
い
っ
た
政
治
闘
争
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
以
上
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
意
味
合
い
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
戦
時
体
制
を
支
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
除
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
中
核
に
あ
っ
た
の
が
、
敗
戦
の
日
の
文
部
大
臣
訓
令
に
も
出
る
「
国
体
護
持
ノ
一
念
ニ
徹
シ
教
育
ニ
従
事
ス

ル
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
」（
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
二
日
）
に
お
い
て
す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
第
一
条
の

Ｃ
に
「
教
育
過

（
マ
マ
）程

ニ
於
ケ
ル
技
術
的
内
容
ハ
左
ノ
政
策
ニ
基
キ
批
判
的
ニ
検
討
、
改
訂
、
管
理
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
」
と
し
て
、
教
科
書
教
材
の

採
否
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

⑴
急
迫
セ
ル
現
情
ニ
鑑
ミ
一
時
的
ニ
其
ノ
使
用
ヲ
許
サ
レ
テ
ヰ
ル
現
行
ノ
教
課
目
、
教
科
書
、
教
授
指
導
書
ソ
ノ
他
ノ
教
材
ハ
出
来
得
ル

限
リ
速
カ
ニ
検
討
セ
ラ
ル
ベ
キ
デ
ア
リ
、
軍
国
主
義
的
乃
至
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ヲ
助
長
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
作
成
セ
ラ

レ
タ
ル
箇
所
ハ
削
除
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト

　

教
科
書
や
教
授
指
導
書
等
の
教
材
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
検
討
も
し
く
は
削
除
す
べ
き
旨
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
出
る
「
軍
国
主
義
的

乃
至
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
い
う
用
語
は
、
二
ヶ
月
後
の
「
神
道
指
令
」
に
お
い
て
は
「
軍
国
主
義
的
乃
至
過
激
ナ
ル
国
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家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
、
少
し
異
な
る
訳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
実
体
は
同
じ
で
あ
る（
注
６
）。
し
か
も
、「
神
道
指
令
」
第
二
項

の
（
ヘ
）
に
お
い
て
、
こ
の
用
語
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
を
厳
密
に
定
義
し
、
用
法
を
明
確
に
整
理
・
分
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
引
用

す
る
ご
と
く
で
あ
る
。

（
ヘ
）
本
指
令
中
ニ
用
ヒ
ラ
レ
テ
ヰ
ル
軍
国
主
義
的
乃
至
過
激
ナ
ル
国
家
主
義
的
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
ナ
ル
語
ハ
、
日
本
ノ
支
配
ヲ
以
下

ニ
掲
グ
ル
理
由
ノ
モ
ト
ニ
他
国
民
乃
至
他
民
族
ニ
及
ボ
サ
ン
ト
ス
ル
日
本
ノ
使
命
ヲ
擁
護
シ
或
ハ
正
当
化
ス
ル
教
ヘ
、
信
仰
、
理
論
ヲ
包

含
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル

⑴
日
本
ノ
天
皇
ハ
ソ
ノ
家
系
、
血
統
或
ハ
特
殊
ナ
ル
起
源
ノ
故
ニ
他
国
ノ
元
首
ニ
優
ル
ト
ス
ル
主
義

⑵
日
本
ノ
国
民
ハ
ソ
ノ
家
系
、
血
統
或
ハ
特
殊
ナ
ル
起
源
ノ
故
ニ
他
国
民
ニ
優
ル
ト
ス
ル
主
義

⑶
日
本
ノ
諸
島
ハ
神
ニ
起
源
ヲ
発
ス
ル
ガ
故
ニ
或
ハ
特
殊
ナ
ル
起
源
ヲ
有
ス
ル
ガ
故
ニ
他
国
ニ
優
ル
ト
ス
ル
主
義

　
　

⑷
ソ
ノ
他
日
本
国
民
ヲ
欺
キ
侵
略
戦
争
ヘ
来
リ
出
サ
シ
メ
或
ハ
他
国
民
ノ
論
争
ノ
解
決
ノ
手
段
ト
シ
テ
武
力
ノ
行
使
ヲ
謳
歌
セ
シ
メ
ル
ニ

至
ラ
シ
メ
ル
ガ
如
キ
主
義

　
「
軍
国
主
義
」
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
削
除
は
、
す
で
に
第
一
次
墨
塗
り
の
段
階
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
⑷
に
つ
い
て
は
す
で
に

行
わ
れ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
殊
更
に
言
い
立
て
る
必
要
は
な
い
。
問
題
は
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
項
目
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ

て
、
第
二
次
「
削
除
・
修
正
（
墨
ぬ
り
等
）」
通
牒
が
出
さ
れ
た
理
由
が
顕
在
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
過
激
ナ
ル
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
」
的
要
素
を
教
科
書
か
ら
取
り
除
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
元
首
に
優
越
し
、
他
の
国
民
に
優
越

し
、
他
の
国
土
に
優
越
す
る
と
い
う
、
強
烈
な
優
越
意
識
を
植
え
付
け
る
教
材
を
教
科
書
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
が
眼
目
で
あ
る
。
そ
れ

は
当
初
か
ら
政
府
が
主
張
し
て
い
た
「
国
体
護
持
」
と
い
う
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
政
府
が
主
張
し
続
け
た
「
国
体
護
持
」
は
今
上
天
皇
が
引
き
続
き
在
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
実
上
、
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
わ
け
で
あ
る
。
教
科
書
の
教
材
は
別
に
し
て
、
最
低
限
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
連
合
国
軍
側
の
「
過
激
ナ
ル
国
家

主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
戦
時
に
お
い
て
こ
の
体
制
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
指
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
つ
が
本
居
宣
長
を
中
心
と
す
る
国
学
体
系
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
戦
時
中
に
国
学
は
そ
の
実
体
と
は
か
け
離
れ
、
一
人
歩
き
し
た
偶
像
が
戦
時
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
い
み
じ
く
も
大
久
保
正
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
戦
時
中
、
国
学
が
思
想
宣
伝
の
具
と
し
て
利
用
さ
れ
、
多
く
の
誇
張
と
歪
曲
が
加
へ

ら
れ
、
似
而
非
国
学
の
巨
大
な
る
偶
像
が
築
か
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
」
の
で
あ
る（
注
７
）。
そ
の
よ
う
な
「
似
而
非
国
学
の
巨
大
な
る
偶
像
」
と
と
も

に
、
宣
長
国
学
は
墨
を
塗
ら
れ
、
教
科
書
か
ら
姿
を
消
し
た
。
詳
細
は
次
節
で
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　　
　
　
　
　

三
、
国
語
教
科
書
の
敗
戦

　
　
　
　
　
（
一
）
尋
常
小
学
校
・
国
民
学
校
初
等
科

　

宣
長
が
尋
常
小
学
校
の
国
語
教
科
書
に
登
場
す
る
の
は
、
第
三
期
国
定
教
科
書
の
巻
十
一
（
六
年
生
前
期
使
用
）
の
第
十
七
課
「
松
坂
の
一

夜
」
を
嚆
矢
と
す
る（
注
８
）。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
初
め
て
使
用
さ
れ
る
教
科
書
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。「
松
坂
の
一
夜
」
は
、
宣
長

が
生
涯
の
師
と
な
る
賀
茂
真
淵
に
出
会
う
実
話
に
基
づ
い
た
物
語
で
、
大
正
六
年
に
佐
佐
木
信
綱
著
『
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
』
に
収
録
さ
れ

て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
真
淵
が
偶
然
に
立
ち
寄
っ
た
松
坂
で
宣
長
を
迎
え
、
古
事
記
研
究
の
志
を
高
く
評
価
し
、
宣
長
も
そ
れ
に
応
え
て
三

十
余
年
の
歳
月
の
後
に
『
古
事
記
伝
』
を
仕
上
げ
る
と
い
う
、
麗
し
い
師
弟
の
交
流
と
初
志
貫
徹
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
い
た
物
語
と
し
て
、
名

文
の
誉
れ
高
い
文
章
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
リ
ラ
イ
ト
し
、
小
学
校
六
年
生
の
教
材
と
し
た
の
は
、
師
弟
の
一
期
一
会
の
出
会
い
や
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
よ
っ
て
大
志
を
成
し
遂
げ
る
不
屈
の
努
力
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
、
小
学
校
卒
業
を
半
年
後
に
控
え
た
六
年
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
な
い
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く
ら
い
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
第
四
期
国
定
教
科
書
（
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
））
に
も
引
き

続
き
掲
載
さ
れ
、
第
十
三
課
「
松
阪
の
一
夜
」
と
し
て
命
脈
を
保
っ
た
。
最
終
的
に
は
昭
和
十
七
年
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
第
五
期
国
定

教
科
書
に
お
い
て
は
、
当
該
教
材
は
『
初
等
科
修
身
』
巻
四
の
十
一
に
移
さ
れ
、
国
語
教
科
書
か
ら
姿
を
消
し
た
。
そ
の
後
の
顚
末
は
第
五
節

に
て
触
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
国
民
学
校
令
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
か
ら
尋
常
小
学
校
は
、
国
民
学
校
初
等
科
と
し
て
衣
替
え
し
た
。
第
五
期
国
定
教
科
書
で
は
、

「
松
坂
の
一
夜
」
に
代
わ
っ
て
「
敷
島
の
歌
」
が
六
年
生
の
国
語
教
材
と
し
て
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
。
敷
島
の
歌
は
宣
長
が
還
暦
の
年
に
描

い
た
自
画
像
に
賛
を
し
た
、
い
わ
ゆ
る
自
画
自
賛
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
日
露
戦
争
と
関
係
深
い
歌
で
あ
る
。
日
露
開
戦
時
に
戦
費
調
達
の
目
的

で
施
行
さ
れ
た
煙
草
専
売
法
に
よ
り
、
専
売
局
で
作
製
・
販
売
さ
れ
た
煙
草
の
第
一
弾
が
「
敷
島
・
大
和
・
朝
日
・
山
桜
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
敷
島
の
歌
は
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
宣
長
の
代
表
歌
と
し
て
広
く
日
本
国
中
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
日
露
戦
争
後
の

明
治
三
十
八
年
十
一
月
、
宣
長
に
は
従
三
位
が
追
贈
さ
れ
た
。
奇
し
く
も
明
治
天
皇
が
日
露
戦
勝
報
告
の
た
め
に
伊
勢
神
宮
に
親
謁
さ
れ
る
途

次
、
松
阪
に
立
ち
寄
ら
れ
て
御
自
ら
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
敷
島
の
歌
に
は
戦
争
の
影
が
つ
き
ま
と
う（
注
９
）。

　

そ
の
敷
島
の
歌
が
こ
の
時
期
（
昭
和
十
八
年
）
に
初
等
科
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
愛
国
百
人
一
首
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
愛

国
百
人
一
首
と
は
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
に
日
本
文
学
報
国
会
が
情
報
局
と
大
政
翼
賛
会
の
後
援
の
も
と
に
、
毎
日
新
聞
社
の
協
力
に
よ
り
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
、
太
古
か
ら
幕
末
ま
で
の
愛
国
歌
を
百
人
一
首
よ
ろ
し
く
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
敷
島
の
歌
は
晴
れ
て
愛
国
歌
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
教
科
書
へ
の
掲
載
は
こ
の
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
は
『
初
等
科
国
語
』
巻
七
の
第
二
十
一
課
「
御
民
わ
れ
」
の
中
で
扱
わ
れ
た
。
標
題
は
冒
頭
に
置
か
れ
た
万
葉
集
歌
に
よ
る
。
そ
こ
に

は
次
の
五
首
の
歌
が
解
説
文
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

御
民
わ
れ
生
け
る
し
る
し
あ
り
天
地
の
栄
ゆ
る
時
に
あ
へ
ら
く
思
へ
ば
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ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
こ
こ
ろ
な
く
花
の
散
る
ら
ん

箱
根
路
を
わ
が
越
え
く
れ
ば
伊
豆
の
海
や
沖
の
小
島
に
波
の
よ
る
見
ゆ

敷
島
の
や
ま
と
ご
こ
ろ
を
人
と
は
ば
朝
日
に
に
ほ
ふ
や
ま
ざ
く
ら
花

ひ
と
つ
も
て
君
を
祝
は
ん
ひ
と
つ
も
て
親
を
祝
は
ん
ふ
た
も
と
あ
る
松

　

標
題
に
も
な
っ
た
万
葉
集
歌
は
、
伝
未
詳
の
歌
人
で
あ
る
が
、
教
科
書
は
当
該
歌
に
つ
い
て
、
こ
の
大
御
代
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
こ
と
を
喜

び
、
生
き
が
い
を
感
じ
た
も
の
と
解
説
し
、「
昭
和
の
聖
代
に
生
を
う
け
た
私
た
ち
は
、
こ
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
、
更
に
新
し
い
喜
び
を
感
じ

る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
結
ん
で
い
る
。
時
局
の
空
気
が
色
濃
く
反
映
し
た
解
説
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
項
目
の
四
番
目
に
配
置
さ
れ
た
の

が
敷
島
の
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
説
文
が
教
科
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
し
の
ぼ
る
朝
日
の
光
に
輝
い
て
、
ら
ん
ま
ん
と
咲
き
に
ほ
ふ
山
桜
の
花
は
、
い
か
に
も
わ
が
や
ま
と
魂
を
よ
く
表
し
て
ゐ
ま
す
。
本
居

宣
長
は
、
江
戸
時
代
の
有
名
な
学
者
で
、
古
事
記
伝
を
大
成
し
て
、
わ
が
国
民
精
神
の
発
揚
に
つ
と
め
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
こ
の
人
に
ふ

さ
は
し
い
歌
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
歌
の
真
意
は
「
麗
し
さ
」
に
あ
る
と
宣
長
自
身
も
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
第
一
文
の
解
説
は
的
を
射
て
い
る
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
宣
長
の
履
歴
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
で
「
国
民
精
神
の
発
揚
に
つ
と
め
」
た
と
す
る
箇
所
は
、
や
は
り
同
時
代

の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
昭
和
六
年
の
満
洲
事
変
以
来
、「
日
本
精
神
」
と
い
う
用
語
が
爆
発
的
に
流
行
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
を
小
学
生
に
向
け
て
言
い
換
え
た
の
が
「
国
民
精
神
の
発
揚
」
で
あ
ろ
う（
注
10
）。
す
な
わ
ち
、「
御
民
わ
れ
」
で
扱
わ
れ
る
和
歌
の

解
説
に
は
、
本
来
の
意
味
を
押
さ
え
な
が
ら
も
、
昭
和
十
八
年
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
解
釈
が
加
わ
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

昭
和
十
九
年
六
月
に
は
、
学
童
疎
開
促
進
要
項
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
都
市
部
の
国
民
学
校
初
等
科
の
児
童
は
地
方
へ
の
疎
開
が
奨
励
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
に
、
初
等
科
の
授
業
は
形
骸
化
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
た
。
そ
う
し
て
昭
和
二
十
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年
八
月
を
迎
え
、
初
等
教
育
も
激
変
す
る
。
ま
ず
、『
初
等
科
国
語
』
巻
七
は
夏
休
み
前
で
一
旦
使
用
を
中
止
さ
れ
た
よ
う
で
、
第
二
十
一
課

は
夏
休
み
明
け
に
授
業
が
配
置
さ
れ
て
い
た
教
材
の
た
め
に
昭
和
二
十
年
に
は
授
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
翌
昭
和
二
十
一
年
に
は
紙

資
源
等
の
不
足
か
ら
、
新
し
い
教
科
書
編
纂
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
よ
り
、
国
民
学
校
時
代
の
教
材
を
活
用
し
た
「
暫
定
教
科
書
」
を
用
い

て
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
初
等
科
国
語
』
巻
七
に
関
し
て
、
国
民
学
校
時
代
の
教
科
書
と
暫
定
教
科
書
を
比
較
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
表
に
基
づ
い
て
、
国
民
学
校
教
科
書
か
ら
暫
定
教
科
書
へ
の
改
訂
に

つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
国
民
学
校
教
科
書
か
ら

削
ら
れ
た
も
の
は
、「
永
久
王
」
を
は
じ
め
と
す
る
囲
み
数
字
の
教
材
七
篇

で
あ
る
。
一
方
、
暫
定
教
科
書
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
、「
玉
の
ひ
び

き
」
以
下
の
七
篇
で
あ
る
。「
玉
の
ひ
び
き
」
以
下
の
七
篇
は
、
実
は
『
初

等
科
国
語
』
巻
八
に
収
録
さ
れ
て
い
た
教
材
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
暫

定
教
科
書
は
『
初
等
科
国
語
』
の
巻
七
と
巻
八
の
二
冊
を
取
り
合
わ
せ
て

作
っ
た
教
科
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
『
初
等
科
国
語
』
巻
七
か
ら
削
除
さ
れ
た
教
材
に
注
目
し
た
い（
注

11
）。
取
り
除
か
れ
た
の
は
、
永
久
王
・
御
旗
の
影
・
日
本
海
海
戦
・
鎮
西
八

郎
為
朝
・
北
千
島
の
漁
場
・
ゆ
か
し
い
心
・
御
民
わ
れ
、
の
七
篇
で
あ
る
。

削
除
理
由
に
つ
い
て
列
挙
す
れ
ば
、「
永
久
王
」
は
皇
室
関
連
教
材
、「
御
旗

の
影
」
は
武
士
道
精
神
に
関
す
る
教
材
、「
日
本
海
海
戦
」
は
戦
意
昂
揚
教

 

国
民
学
校
教
科
書

 

暫
定
教
科
書

１

 

黒
龍
江
の
解
氷

１
 

黒
龍
江
の
解
氷

２

 

永
久
王

２
 

敬
語
の
使
ひ
方

３

 

御
旗
の
影

３
 

見
わ
た
せ
ば

４

 

敬
語
の
使
ひ
方

４

 
源
氏
物
語

５

 

見
わ
た
せ
ば

５

 

姉

６

 

源
氏
物
語

６

 

晴
れ
間

７

 

姉

７

 

雲
の
さ
ま
ざ
ま

８

 

日
本
海
海
戦

８

 

山
の
朝

９

 

鎮
西
八
郎
為
朝

９

 

燕
岳
に
登
る

10

 

晴
れ
間

10

 

月
光
の
曲

11

 

雲
の
さ
ま
ざ
ま

11

 

朝
顔
に

12

 

山
の
朝

12

 

古
事
記

13

 

燕
岳
に
登
る

13

 

わ
れ
は
海
の
子

14

 

北
千
島
の
漁
場

14

 

い
け
花

15

 

わ
れ
は
海
の
子

15

 

玉
の
ひ
び
き
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材
、「
鎮
西
八
郎
為
朝
」
は
武
士
道
精
神
に
関
す
る
教
材
、「
北
千
島
の
漁

場
」
は
地
政
学
的
観
点
が
焦
点
化
す
る
教
材
、「
ゆ
か
し
い
心
」
は
前
線
に

お
け
る
兵
士
の
和
魂
に
言
及
し
た
教
材
、「
御
民
わ
れ
」
は
忠
誠
心
を
発
揚

す
る
教
材
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
問
題
に
し
た
い
の
は
、「
御
民
わ
れ
」

に
お
け
る
全
文
削
除
の
方
針
で
あ
る
。

　

こ
の
五
首
の
歌
に
は
時
代
に
よ
る
共
通
点
は
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ
時
代
を
横
断
す
る
歌
を
拾
っ
て
い
る
趣
が
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
収

録
歌
集
は
万
葉
集
（
上
代
）・
古
今
集
（
中
古
）・
金
槐
集
（
中
世
）・
鈴
屋
歌
集
（
近
世
）・
落
合
直
文
（
近
代
）
と
、
各
時
代
の
歌
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
形
で
選
ん
で
い
る
。
ま
た
、
テ
ー
マ
に
お
い
て
は
、「
教
材
の
趣
旨
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

和
歌
は
古
典
文
学
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
大
和
心
を
端
的
に
い
ひ
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
典
に
直
接
児
童
を
触
れ
さ
せ
、
そ
こ
に

脈
搏
つ
国
民
的
な
思
考
感
動
に
共
感
さ
せ
、
す
ぐ
れ
た
伝
統
精
神
を
児
童
の
心
の
中
に
生
か
し
、
皇
国
民
と
し
て
の
心
情
に
培
は
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
…
。

　

要
す
る
に
、
当
該
和
歌
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
「
大
和
心
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
内
在
す
る
の
は
「
国
民
的
な
思
考
感
動
」
で
あ
り
、
児
童
に

伝
え
る
べ
き
は
「
す
ぐ
れ
た
伝
統
精
神
」
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
設
定
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
古
典
和
歌
で
も
採

録
に
ふ
さ
わ
し
く
、
特
に
こ
の
五
首
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
根
拠
は
な
い
。
つ
ま
り
、
テ
ー
マ
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
見
出
し
得
ず
、

恣
意
的
な
選
択
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
雑
把
で
曖
昧
な
「
教
材
の
趣
旨
」
の
中
に
、
時
局
の
影
を
感
じ
さ
せ
る
の
が

「
皇
国
民
と
し
て
の
心
情
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
単
に
日
本
の
「
伝
統
精
神
」
を
包
含
す
る
「
大
和
心
」
で
は
な
く
、「
皇
国
民
」
の
持
つ

べ
き
「
国
民
精
神
」
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
一
気
に
時
代
の
色
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
御
民
わ
れ
」
が
「
昭
和
の
聖
代
」
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
喜
び
を
謳
い
、「
ひ
と
つ
も
て
」
が
帝
の
聖
寿
を
祝
う
こ
と
は
直
接
的
で
、
同
時

16
 

月
光
の
曲

16

 

山
の
生
活

17
 

い
け
花

17

 

孔
子
と
顔
回

18

 
ゆ
か
し
い
心

18

 

奈
良
の
四
季

19

 
朝
顔
に

19

 

万
葉
集

20

 

古
事
記

20

 

修
行
者
と
羅
刹

21

 

御
民
わ
れ

21

 

末
広
が
り
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代
の
空
気
を
反
映
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ
の
首
尾
に
は
さ
ま
れ
た
三
首
も
ま
た
、
戦
時
下
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
置
か
れ

て
、
本
来
と
は
異
な
る
意
味
で
享
受
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
首
の
紀
友
則
「
ひ
さ
か
た
の
」
は
、
の
ど
か
な
春
の
日
に
桜
が
は
ら
は
ら

と
散
っ
て
気
も
そ
ぞ
ろ
に
さ
せ
る
の
意
で
あ
る
が
、
散
る
桜
が
戦
死
す
る
軍
人
を
想
起
さ
せ
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
当
該
歌
が
ま
と
う
死
の
イ

メ
ー
ジ
は
払
拭
し
き
れ
な
い
。
そ
れ
は
第
四
首
の
本
居
宣
長
「
敷
島
の
」
に
お
い
て
は
よ
り
顕
著
で
あ
っ
て
、「
朝
日
に
に
ほ
ふ
」
が
朝
の
日

の
光
を
浴
び
て
麗
し
く
咲
き
誇
る
意
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
散
る
桜
を
詠
ん
だ
歌
と
す
る
解
釈
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
数
は
夥
し
い

数
に
の
ぼ
る（
注
12
）。
迫
り
来
る
現
実
が
目
を
曇
ら
せ
、
咲
い
た
桜
を
散
る
桜
に
見
誤
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
局
の
空
気
に
浸
れ

ば
、
中
央
に
位
置
す
る
第
三
首
の
源
実
朝
「
箱
根
路
を
」
も
ま
た
、
下
句
「
沖
の
小
島
に
波
の
よ
る
見
ゆ
」
は
実
朝
が
見
た
伊
豆
の
実
景
を
離

れ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
行
わ
れ
て
い
た
海
戦
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る（
注
13
）。

　

か
く
し
て
「
御
民
わ
れ
」
の
五
首
は
敗
戦
を
経
て
削
除
さ
れ
、
暫
定
教
科
書
に
取
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
、
宣
長
の
歌
に
限
定
す

れ
ば
、
ふ
た
た
び
教
材
と
し
て
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
は
い
な
い
。
敗
戦
と
い
う
陥
穽
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る（
注
14
）。

　
　
　
　
（
二
）
高
等
小
学
校
・
国
民
学
校
高
等
科

　

敷
島
の
歌
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
が
小
学
校
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
八
年
が
最
初
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
四
十
年
以

上
前
に
す
で
に
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
高
等
国
語
読
本
』（
明
治
三
十
三
年
）
巻
三
第
一
課
「
大
和
心
」
の
冒
頭

で
あ
る
。
次
に
示
す
通
り
。

　

大
和
心
と
は
、
如
何
な
る
も
の
ぞ
。
唯
我
が
国
民
の
み
代
代
持
ち
伝
ふ
る
所
の
一
の
ま
ご
こ
ろ
な
り
。
此
の
ま
ご
こ
ろ
は
、
猶
美
し
き

桜
花
の
外
国
に
な
く
し
て
、
独
り
我
に
の
み
あ
る
が
如
く
、
是
に
よ
り
て
国
の
美
を
そ
へ
光
を
輝
か
す
な
り
。

　

さ
れ
ば
昔
の
人
、
之
を
う
た
に
詠
み
て
、
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敷
島
の
大
和
心
を
人
と
は
ゞ
、

　
　
　
　
　

朝
日
に
に
ほ
ふ
山
桜
花
。

と
云
へ
り
。

「
大
和
心
」
の
内
実
に
つ
い
て
解
説
す
る
際
に
、
敷
島
の
歌
を
援
用
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
外
国
に
は
な
い
桜
を
「
大
和
心
」
の
象
徴
と
し
た

当
該
歌
を
も
っ
て
説
明
す
る
の
は
的
を
射
た
解
説
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
そ
の
作
者
を
「
昔
の
人
」
と
し
て

匿
名
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
宣
長
に
従
三
位
が
追
贈
さ
れ
る
前
と
は
い
え
、
明
治
十
六
年
に
は
す
で
に
正
四
位
が
追
贈
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
位
階
の
問
題
と
考
え
る
の
も
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
教
科
書
は
位
階
の
高
低
で
掲
載
を
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、「
大
和
心
」
を
説
明
す
る
た
め
の
便
宜
と
し
て
敷
島
の
歌
を
援
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
宣
長

の
名
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
日
露
戦
争
を
経
て
、
宣
長
の
名
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
前
に
触
れ
た
。
敷
島
の
歌
が
ふ
た
た
び
小
学
校
の
教
科
書
に
現
れ
た
の

が
、
愛
国
百
人
一
首
所
収
の
一
首
と
し
て
国
民
学
校
初
等
科
六
年
の
国
語
教
科
書
で
あ
っ
た
こ
と
も
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
宣

長
は
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

同
じ
頃
、
高
等
科
の
国
語
教
科
書
に
は
別
の
宣
長
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。『
高
等
科
国
語
』
巻
二
の
「
十
四 

山
ざ
く
ら
花
」
に
は
、
次
の

十
首
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
茂
真
淵

う
ら
〳
〵
と
の
ど
け
き
春
の
心
よ
り
に
ほ
ひ
出
で
た
る
山
ざ
く
ら
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
居
宣
長

さ
し
出
づ
る
こ
の
日
の
本
の
光
よ
り
こ
ま
も
ろ
こ
し
も
春
を
知
る
ら
む
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小
沢
蘆
庵

父
母
の
旅
な
る
わ
れ
を
思
ふ
ら
む
待
つ
ら
む
さ
ま
の
お
も
か
げ
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
景
樹

富
士
の
ね
を
木
の
間
木
の
間
に
か
へ
り
み
て
松
の
か
げ
ふ
む
浮
島
が
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
納
諸
平

壁
立
て
る
い
は
ほ
と
ほ
り
て
天
地
に
と
ゞ
ろ
き
わ
た
る
滝
の
音
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手
曙
覧

蟻
と
蟻
う
な
づ
き
あ
ひ
て
何
か
こ
と
あ
り
げ
に
は
し
る
西
へ
東
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
隈
言
道

か
さ
さ
せ
る
さ
ゝ
ぬ
も
過
ぐ
る
橋
の
上
の
夕
暮
近
き
雨
の
は
れ
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
望
東

紅
の
や
ま
と
錦
も
い
ろ
〳
〵
の
糸
ま
じ
へ
て
ぞ
あ
や
は
織
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
垣
蓮
月

音
も
せ
ず
ふ
る
と
も
見
え
ぬ
朝
じ
め
り
枝
お
も
げ
な
る
青
柳
の
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
崎
正
風

国
と
い
ふ
国
を
め
ぐ
り
て
日
の
本
の
人
と
生
ま
れ
し
幸
は
知
り
に
き

　

宣
長
の
歌
は
二
番
目
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
標
題
の
「
山
ざ
く
ら
花
」
は
冒
頭
の
真
淵
の
歌
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
十
首
に
共

通
す
る
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
第
二
首
は
敷
島
の
歌
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
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『
初
等
科
国
語
』
巻
七
第
二
十
一
「
御
民
わ
れ
」
に
既
習
な
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、「
山
ざ
く
ら
花
」
は
真
淵
の
歌
か
ら
と
っ

た
題
で
あ
る
。
掲
出
の
十
首
は
、
近
世
中
後
期
の
歌
人
の
歌
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
並
べ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
宣
長
の
歌
に
つ
い
て
、「
編
纂
趣
意
書
」（
昭
和
二
十
年
二
月
）
に
は
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

　

第
二
首
は
、
本
居
宣
長
の
「
鈴
屋
歌
集
一
之
巻
」
か
ら
採
つ
た
。
宣
長
は
伊
勢
松
阪
の
人
で
鈴
屋
と
号
し
、
初
等
科
修
身
四
に
あ
る

「
松
阪
の
一
夜
」
で
も
知
ら
れ
る
や
う
に
、
真
淵
の
門
人
と
な
り
、
真
淵
の
国
学
を
祖
述
し
て
有
名
な
古
事
記
伝
四
十
八
巻
以
下
数
々
の

著
述
を
出
し
た
。
ま
た
歌
人
と
し
て
は
新
古
風
の
和
歌
を
詠
ん
だ
。
享
和
元
年
七
十
二
歳
で
歿
し
た
。
初
等
科
国
語
七
「
御
民
わ
れ
」
に

は
「
敷
島
の
や
ま
と
ご
こ
ろ
を
人
と
は
ば
朝
日
に
に
ほ
ふ
や
ま
ざ
く
ら
花
」
が
出
て
ゐ
る
。

 

「
こ
ま
」
は
高
麗
、「
も
ろ
こ
し
」
は
唐
土
で
外
国
の
意
、「
き
ら
〳
〵
と
美
し
く
さ
し
昇
る
朝
日
の
光
を
拝
ん
で
、
外
国
の
地
も
そ
の
恵

み
に
浴
し
て
暖
か
い
春
が
来
た
の
を
知
る
で
あ
ら
う
。」
の
意
で
あ
る
。
わ
れ
〳
〵
が
今
こ
の
歌
を
誦
す
る
時
、
百
五
十
余
年
前
、
今
日

の
大
東
亜
の
情
勢
を
予
言
し
た
宣
長
の
雄
大
な
抱
負
に
一
層
深
い
感
銘
を
起
す
も
の
で
あ
る
。
鈴
屋
歌
集
に
は
「
年
の
始
め
に
詠
め
る
」

と
い
ふ
詞
書
が
あ
る
。

　

最
初
の
段
落
は
、
主
に
宣
長
の
生
涯
と
著
作
に
関
し
て
、
他
科
目
の
教
材
と
の
連
絡
を
指
示
す
る
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
段
落
が
当
該
歌

の
解
釈
に
関
わ
る
言
説
で
あ
る
が
、
こ
の
解
釈
が
問
題
で
あ
る
。「
さ
し
昇
る
朝
日
の
光
を
拝
ん
で
、
外
国
の
地
も
そ
の
恵
み
に
浴
し
て
暖
か

い
春
が
来
た
の
を
知
る
で
あ
ら
う
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
い
る
。
は
た
し
て
こ
の
解
釈
は
正
し
い
も
の
な
の
か
。

　

こ
の
歌
は
引
用
文
の
最
後
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、『
鈴
屋
歌
集
』
巻
一
の
巻
頭
歌
で
「
年
の
は
じ
め
に
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
が
付
さ

れ
て
い
る
。
当
該
歌
は
『
石
上
稿
十
五
』
に
見
出
せ
る
も
の
で
、
そ
の
配
列
か
ら
天
明
五
年
元
日
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
歌
が
直
接
、
依
拠
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
宣
長
が
敬
愛
し
た
新
古
今
和
歌
集
巻
一
に
、
次
の
よ
う
な
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　
　
　
　

入
道
前
関
白
太
政
大
臣
、
右
大
臣
に
侍
り
け
る
時
、
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
、
立
春
の
心
を
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皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　
　

け
ふ
と
い
へ
ば
も
ろ
こ
し
ま
で
も
ゆ
く
春
を
都
に
の
み
と
思
ひ
け
る
か
な

　

今
日
は
立
春
と
い
う
の
で
、
は
る
か
西
の
唐
土
ま
で
も
行
く
春
を
、
わ
が
国
の
都
に
だ
け
や
っ
て
き
た
と
思
っ
た
よ
、
の
意
。
こ
の
歌
は
、

春
は
東
か
ら
や
っ
て
来
る
と
い
う
五
行
説
に
基
づ
き
、
ま
ず
日
本
の
都
に
春
が
立
ち
、
次
に
唐
土
に
春
が
立
つ
と
い
う
原
理
を
下
敷
き
に
し
て

い
る
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
、
春
を
我
が
物
に
で
き
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
を
自
嘲
す
る
と
い
う
ひ
ね
り
を
効

か
せ
た
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
俊
成
の
歌
に
つ
い
て
、『
新
古
今
集
美
濃
の
家
づ
と
』
は
取
り
上
げ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
「
ゆ
く
春
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を

「
立
つ
春
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
繰
り
返
し
述
べ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
歌
の
発
想
の
根
幹
に
は
、
春
は
東
よ
り
来
る
と

い
う
考
え
が
あ
る
。
実
は
宣
長
の
歌
も
、
こ
の
五
行
説
に
基
づ
く
考
え
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
日
の
出
が
ま
ず

は
こ
の
日
本
に
現
れ
、
そ
れ
が
次
に
高
麗
や
唐
土
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
春
も
ま
た
日
本
の
次
に
高
麗
や
唐
土
に
も
来
る
と
い
う
こ
と
を

詠
ん
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
歌
意
を
棚
に
上
げ
て
、
日
本
の
お
蔭
で
諸
外
国
が
暖
か
い
春
を
享
受
で
き
る
と
解
す
る
の
は
、
甚
だ
し
い
曲
解
で
は
あ
る
ま
い

か
。
ま
し
て
や
、「
百
五
十
余
年
前
、
今
日
の
大
東
亜
の
情
勢
を
予
言
し
た
宣
長
の
雄
大
な
抱
負
」
と
敷
衍
す
る
の
は
、
甚
だ
し
い
牽
強
付
会

と
い
う
ほ
か
は
あ
る
ま
い（
注
15
）。
む
ろ
ん
、
宣
長
が
「
高
麗
唐
土
」
を
歌
に
詠
む
場
合
、
朝
鮮
や
中
国
に
対
す
る
激
し
い
対
抗
意
識
が
透
け
て

見
え
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
四
十
四
歳
の
時
に
描
い
た
自
画
像
の
賛
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

　
　

め
づ
ら
し
き
高
麗
唐
土
の
花
よ
り
も
飽
か
ぬ
色
香
は
桜
な
り
け
り

　

朝
鮮
や
中
国
に
自
生
す
る
珍
し
い
花
よ
り
も
日
本
の
桜
花
の
方
が
飽
き
が
来
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
あ
る
種
の
文
化
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
も
の
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
「
珍
し
」
に
対
す
る
「
飽
か
ぬ
」
と
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い
う
、
き
わ
め
て
消
極
的
で
謙
虚
な
自
己
肯
定
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
尊
大
で
夜
郎
自
大
的
な
う
ぬ
ぼ
れ
で
は
な
い
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、「
さ
し
出
づ
る
」
の
歌
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
元
日
に
詠
ま
れ
た
立
春
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
土
台
に
据
え
れ
ば
、
立
春
の

遅
速
を
諧
謔
化
し
て
詠
ん
だ
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
よ
し
ん
ば
外
国
に
対
す
る
対
抗
意
識
と
い
う
観
点
を
交
え
た
と
し
て
も
、
せ
い

ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
高
麗
や
唐
土
よ
り
も
早
く
春
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
詠
ん
だ
歌
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
敗
戦
後
こ
の
歌
が
最
初
に
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
。
第
二
次
「
削
除
・
修
正
（
墨
ぬ
り
等
）」
通
牒
に
よ
り
、「
十
四 

山
ざ
く

ら
花
」
の
十
首
の
う
ち
、
宣
長
の
歌
の
み
が
削
除
要
請
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る（
注
16
）。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
教

材
を
採
択
し
、
教
師
用
の
教
授
資
料
を
執
筆
し
た
者
の
意
図
に
沿
っ
て
当
該
歌
を
解
釈
し
、
諸
外
国
へ
の
優
越
意
識
を
詠
ん
だ
歌
と
判
断
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
文
脈
か
ら
引
き
離
し
、
先
行
歌
と
の
関
係
を
無
視
し
、
ま
っ
た
く
異
な
る
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
中
に
放
り
込
み
、
さ
ら
に
は
時
局
と
の
共
時
性
を
教
授
書
の
中
で
謳
う
と
い
う
所
業
が
為
し
た
、
誤
読
と
曲
解
の
連
鎖
で
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
負
の
連
鎖
か
ら
つ
い
に
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
当
該
宣
長
歌
は
文
字
通
り
墨
を
塗
ら
れ
、
抹
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
歌
は
ふ
た
た
び
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
塗
ら
れ
た
墨
が
剥
ぎ
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

四
、
国
史
教
科
書
の
敗
戦

　
　
　
　
　
（
一
）
尋
常
小
学
校
・
国
民
学
校
初
等
科

　

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
小
学
校
令
の
改
正
に
よ
り
、
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
は
四
年
に
統
一
さ
れ
、
高
等
小
学
校
は
二
年
か
ら

四
年
の
不
定
期
と
な
っ
た
。
日
本
歴
史
（
国
史
）
は
、
当
初
は
尋
常
小
学
校
で
は
授
業
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
修
業
年
限
二
箇
年
の
高
等
小

学
校
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
実
質
的
に
は
小
学
校
入
学
後
五
、
六
年
目
に
習
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
本
居
宣

長
が
最
初
に
国
定
歴
史
教
科
書
に
登
場
す
る
の
は
、『
小
学
日
本
歴
史
』（
明
治
三
十
六
年
刊
）
巻
二
の
第
十
二
課
「
尊
王
論
」
に
お
け
る
次
の
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よ
う
な
文
章
で
あ
っ
た
。

　

一
方
に
は
、
国
学
、
し
だ
い
に
、
盛
に
な
り
て
、
ま
た
、
大
い
に
、
尊
王
論
を
助
け
た
り
、
国
学
と
は
、
わ
が
国
の
古
史
、
古
文
を
研

究
す
る
学
に
し
て
、
さ
き
に
、
徳
川
光
圀
が
、
僧
の
契
沖
を
し
て
、
古
文
を
研
究
せ
し
め
た
る
よ
り
、
お
こ
り
、
賀
茂
真
淵
な
ど
、
名
高

き
学
者
、
あ
ひ
つ
ぎ
て
、
出
で
た
り
。

（
中
略
）

　

ま
た
、
国
学
者
に
あ
り
て
は
、
真
淵
の
門
人
本
居
宣
長
出
で
て
、
大
い
に
、
わ
が
国
体
を
説
き
、
皇
室
の
尊
む
べ
き
ゆ
ゑ
を
明
に
せ

り
。
こ
れ
よ
り
、
そ
の
門
人
ど
も
、
み
な
、
そ
の
説
を
と
な
へ
し
か
ば
、
人
人
、
ま
す
ま
す
、
皇
室
の
尊
き
を
知
る
に
い
た
れ
り
。

　

ま
ず
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
国
学
を
「
尊
王
論
」
の
枠
組
み
で
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
直
前
に
山
県
大
弐
や
武
内
式
部
を
取
り
上

げ
て
、
尊
王
論
の
勃
興
を
論
じ
た
上
で
、
国
学
が
そ
れ
を
扶
翼
し
た
と
い
う
筋
立
て
を
敷
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
扱
わ
れ
て

い
る
の
で
、
国
学
は
必
然
的
に
「
国
体
」
の
優
越
性
や
「
皇
室
」
の
尊
崇
性
を
説
く
学
問
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
は
こ
の
時
期
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
文
部
省
が
教
科
書
作
成
を
領
導
す
る
以
前
か
ら

存
在
し
た
観
点
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
新
撰
帝
国
史
談
』（
明
治
三
十
一
年
刊
）
は
前
編
巻
三
第
二
十
七
「
尊
王
攘
夷
」
の
中
で
、「
尊
王

の
説
」
を
唱
え
る
者
と
し
て
「
高
山
正
之
・
蒲
生
秀
実
・
本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
・
頼
襄
」
を
挙
げ
、
国
体
と
皇
室
の
尊
貴
を
論
じ
る
者
と
し

て
一
括
り
に
し
て
い
る
。
ま
た
、『
小
学
国
史
』（
明
治
三
十
三
年
刊
）
巻
三
第
八
課
「
尊
王
攘
夷
の
論
」
で
は
、
国
体
の
尊
厳
を
説
く
者
を
国

学
者
と
し
た
上
で
、
契
沖
・
荷
田
春
満
・
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
・
塙
保
己
一
を
挙
げ
、
そ
の
業
績
を
讃
え
た
後
、
頼
山
陽
を

「
国
学
者
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
」
と
断
り
な
が
ら
、
尊
王
の
士
気
を
鼓
舞
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
国
定
教
科
書
は

そ
う
い
っ
た
路
線
に
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
走
る
汽
車
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
国
学
が
尊
王
論
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
と
い
う
既
定
路
線
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
第
二
期
の
『
小
学
日
本
歴
史
』（
明



─ 53 ─

小
学
教
科
書
の
敗
戦
（
田
中
）

治
四
十
二
年
刊
）
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
、
国
学
の
性
質
を
尊
王
論
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
な
お
、
第
一
期
・
第
二
期
と
も
に

「
尊
王
論
」
の
次
に
「
外
艦
の
渡
来
と
攘
夷
論
」
の
項
目
を
置
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の
中
後
期
に
お
け
る
尊
王
論
と
幕
末
の

攘
夷
論
を
結
び
つ
け
る
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
期
教
科
書
『
尋
常
小
学
国
史
』（
大
正
十
年
刊
）
に
な
る
と
、
歴
史
叙
述
の
手
法
が
人
物
中
心
に
変
化
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
上

下
巻
合
わ
せ
て
、
五
十
二
課
の
う
ち
四
十
五
課
が
人
名
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
『
尋
常
小
学
国
史
編
纂
趣
意

書
』（
大
正
十
三
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
編
纂
方
針
を
採
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
ニ
ア
リ
テ
ハ
一
層
人
物
中
心
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
シ
、
主
ト
シ
テ
人
物
ニ
ヨ
リ
テ
課
題
ヲ
立
テ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
往
々
教
訓
ト
ナ
ル

ベ
キ
幼
児
ノ
逸
話
ヨ
リ
説
起
シ
テ
其
ノ
生
立
ニ
及
ビ
、
児
童
ヲ
シ
テ
景
仰
ノ
念
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
、
史
実
ノ
概
要
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
コ

ト
ヲ
期
シ
タ
リ
。

　

つ
ま
り
、
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
し
、
幼
児
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
訓
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
児
童
の
関
心
と
敬
仰
の
念
を
抱
か
せ
な
が
ら
、
史
実
の
概
要
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
と
い
う（
注
17
）。
偉
人
伝
の
形
式
で
あ

る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
編
集
方
針
か
ら
、「
尊
王
論
」
の
項
目
も
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
本
居
宣
長
」
と
題
さ
れ
た

下
巻
第
四
十
五
課
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

外
に
は
外
国
と
の
関
係
は
じ
ま
り
て
、
や
う
や
く
事
多
か
ら
ん
と
す
る
に
当
り
、
内
に
は
学
問
の
進
む
に
し
た
が
ひ
て
、
尊
王
の
論
大

い
に
起
る
に
至
れ
り
。
こ
れ
よ
り
先
、
学
問
と
い
へ
ば
た
い
て
い
漢
学
な
り
し
が
、
契
沖
と
い
へ
る
僧
出
で
て
、
国
語
・
国
文
の
研
究
に

心
を
ひ
そ
め
し
よ
り
、
国
学
始
め
て
起
れ
り
。
其
の
後
国
学
の
研
究
は
お
ひ
〳
〵
に
進
み
、
寛
政
の
頃
、
本
居
宣
長
に
至
り
て
大
成
し
た

り
。

　

宣
長
は
伊
勢
の
松
坂
の
人
に
て
、
は
や
く
父
を
失
ひ
、
母
の
手
に
育
て
ら
る
。
八
歳
の
頃
よ
り
読
み
書
き
を
習
ひ
た
り
し
が
、
後
契
沖
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の
著
せ
る
書
物
を
見
て
、
始
め
て
国
学
に
志
し
、
つ
い
で
賀
茂
真
淵
の
弟
子
と
な
り
て
、
ま
す
〳
〵
其
の
研
究
を
進
め
、
遂
に
一
代
の
大

学
者
と
な
れ
り
。

　

此
の
頃
漢
学
者
の
中
に
は
、
み
だ
り
に
支
那
を
尊
び
て
、
か
へ
つ
て
我
が
国
を
卑
し
む
の
風
あ
り
。
宣
長
大
い
に
之
を
な
げ
き
、
わ
が

国
体
の
万
国
に
す
ぐ
れ
た
る
こ
と
を
明
か
に
せ
ん
と
て
、
数
多
の
書
物
を
著
せ
り
。
中
に
も
世
に
名
高
き
古
事
記
伝
は
、
古
事
記
と
い
ふ

最
も
ふ
る
き
歴
史
を
く
は
し
く
説
明
し
た
る
も
の
に
て
、
実
に
三
十
五
年
の
長
き
年
月
を
経
て
、
出
来
上
り
た
る
な
り
。
其
の
間
、
宣
長

は
四
畳
半
の
書
斎
に
と
ぢ
こ
も
り
、
日
夜
筆
を
お
か
ず
、
時
に
退
屈
す
れ
ば
、
部
屋
の
隅
に
か
け
た
る
鈴
を
鳴
ら
し
て
、
自
ら
気
を
慰
め

又
励
み
た
り
。
よ
り
て
其
の
部
屋
を
鈴
の
屋
と
名
づ
け
た
り
き
。
宣
長
は
常
に
桜
の
花
を
愛
し
、
自
ら
画
き
た
る
己
が
像
に
、

　
　

敷
島
の
大
和
心
を
人
と
は
ば
、

　
　
　
　

朝
日
に
に
ほ
ふ
山
桜
花
。

と
題
せ
り
。
此
の
歌
よ
く
わ
が
日
本
魂
を
よ
み
あ
ら
は
せ
り
と
て
、
後
の
世
ま
で
も
て
は
や
さ
る
。

　

宣
長
は
、
多
く
の
書
物
を
の
こ
せ
し
上
に
、
日
本
全
国
に
わ
た
り
て
五
百
人
に
近
き
弟
子
を
も
ち
た
れ
ば
、
宣
長
の
志
を
つ
ぎ
て
、
盛

に
其
の
説
を
と
な
ふ
る
も
の
多
し
。
こ
ゝ
に
於
て
人
々
い
よ
い
よ
わ
が
国
体
を
弁
へ
、
わ
が
大
日
本
帝
国
は
、
万
世
一
系
の
天
皇
大
政
を

御
み
づ
か
ら
し
た
ま
ふ
べ
き
も
の
に
て
、
幕
府
が
政
を
専
ら
に
す
る
は
、
道
理
に
た
が
へ
る
こ
と
を
さ
と
る
に
至
り
、
尊
王
の
論
ま
す

〳
〵
勢
を
加
へ
た
り
。

　

こ
こ
で
も
宣
長
は
「
尊
王
の
論
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
身
は
宣
長
の
伝
記
に
業
績
や
逸
話
を

織
り
交
ぜ
て
展
開
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
段
落
を
ま
と
め
て
い
く
。
全
体
と
し
て
は
、
契
沖
が
拓
い
た
国
学
の

道
を
宣
長
が
大
成
し
た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
（
教
科
書
の
小
見
出
し
は
「
国
学
起
る
」。
以
下
同
じ
）。
そ
の
中
に
幼
少
期
の
家
庭
環

境
に
言
及
し
、
先
学
と
の
出
会
い
を
交
え
な
が
ら
、
国
学
に
目
覚
め
る
様
子
を
語
る
（
宣
長
の
生
ひ
た
ち
）。
主
著
『
古
事
記
伝
』
成
立
の
経



─ 55 ─

小
学
教
科
書
の
敗
戦
（
田
中
）

緯
に
触
れ
つ
つ
、
鈴
を
好
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挟
ん
で
、
書
斎
鈴
屋
の
命
名
の
理
由
を
述
べ
る
（
古
事
記
伝
を
著
す
）。
ま
た
、
敷
島
の
歌
を

取
り
上
げ
て
、
終
生
桜
を
好
ん
だ
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
歌
の
受
容
を
述
べ
る
（「
大
和
心
」
の
歌
を
よ
む
）。
そ
し
て
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た

こ
と
を
記
し
て
、
門
弟
の
活
躍
に
も
触
れ
る
。
最
後
に
宣
長
国
学
の
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
、「
国
体
」
と
「
尊
王
」
を
論
じ
る
人
々

が
現
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
結
ん
で
い
る
（
尊
王
論
大
い
に
起
る
）。

　

さ
て
、
こ
の
第
三
期
の
国
史
教
科
書
（『
尋
常
小
学
国
史
』
下
巻
）
に
宣
長
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
語
教
科
書
（『
尋

常
小
学
国
語
読
本
』
巻
十
一
）
の
「
松
坂
の
一
夜
」
と
の
関
連
で
、
に
わ
か
に
宣
長
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
語
と
国
史

の
二
科
目
で
、
宣
長
は
国
学
を
大
成
し
た
人
物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
第
三
期
の
教
科
書
は
十
五
年

間
改
訂
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
も
っ
と
も
長
く
使
用
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
っ
た
。

　

第
四
期
（
昭
和
九
年
）
の
国
史
教
科
書
（『
尋
常
小
学
国
史
』
下
巻
）
は
第
三
期
の
表
現
内
容
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
お
お
か
た
こ
れ
を
口
語

体
に
移
し
替
え
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
改
変
は
な
い
。
第
五
期
（
昭
和
十
六
年
）
の
国
史
教
科
書
（『
小
学
国
史
尋
常
科
用
』

下
巻
）
は
、
や
は
り
第
四
期
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
趣
意
書
（『
小
学
国
史
修
正
趣
意
書
尋
常
科
用
』
下
巻
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
点
に
変
更

が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。（
一
）
国
学
ニ
関
ス
ル
叙
述
修
正
、（
二
）
万
葉
集
ニ
関
ス
ル
記
事
増
補
、（
三
）
平
田
篤
胤
ノ
事
増
補
、
と
い
う
三

点
で
あ
る
。
該
当
す
る
箇
所
を
引
用
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
国
学
ニ
関
ス
ル
叙
述
修
正

（
四
期
）
こ
れ
ま
で
、
学
問
は
漢
学
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
契
沖
と
い
ふ
僧
が
出
て
、
国
語
や
国
文
を
研
究
し
て
、
そ
の
学
問
の
道
を
開

い
て
か
ら
、
国
学
が
は
じ
め
て
起
つ
た
。

（
五
期
）
わ
が
国
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
古
い
書
物
を
研
究
し
て
、
古
代
の
精
神
を
は
つ
き
り
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
の
で
、
古
語
・
古
文
の
研
究
を
す
る
学
者
が
、
つ
ぎ
〳
〵
に
あ
ら
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
か
う
し
て
起
つ
た
学
問
を
、
国
学
と
い
つ
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て
ゐ
る
。

（
二
）
万
葉
集
ニ
関
ス
ル
記
事
増
補　

　
　
（
四
期
）
該
当
な
し

（
五
期
）
万
葉
集
は
わ
が
国
最
古
の
歌
集
で
、
歌
は
雄
大
・
明
朗
で
あ
り
、
特
に
古
代
の
人
々
の
皇
室
に
対
す
る
至
誠
を
述
べ
た
歌
が
多

い
。

（
三
）
平
田
篤
胤
ノ
事
増
補

（
四
期
）
宣
長
は
、
有
益
な
書
物
を
た
く
さ
ん
の
こ
し
た
上
に
、
日
本
全
国
に
わ
た
つ
て
、
五
百
人
に
近
い
弟
子
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
、

宣
長
の
志
を
つ
い
で
、
そ
の
説
を
と
な
へ
る
も
の
が
諸
国
に
出
た
。
そ
の
為
、
国
学
は
ま
す
〳
〵
盛
に
な
つ
た
。

（
五
期
）
宣
長
に
は
、
全
国
に
わ
た
つ
て
、
五
百
人
に
近
い
弟
子
が
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
い
づ
れ
も
師
の
志
を
つ
い
で
、
国
学

を
研
究
し
、
そ
の
説
を
唱
へ
た
が
、
中
に
も
平
田
篤
胤
は
、
最
も
尊
皇
愛
国
の
精
神
を
鼓
吹
し
た
。

（
一
）
に
お
い
て
は
、
国
学
の
説
明
と
し
て
「
古
代
の
精
神
」
の
復
興
を
明
記
す
る
こ
と
、（
二
）
に
お
い
て
は
、
万
葉
集
が
「
古
代
の
人
々

の
皇
室
に
対
す
る
至
誠
を
述
べ
た
歌
が
多
い
」
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
、（
三
）
に
お
い
て
は
、
平
田
篤
胤
が
「
尊
皇
愛
国
の
精
神
を
鼓
吹
し

た
」
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
時
局
を
反
映
し
た
叙
述
の
変
更
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
第
五
期
教
科
書
が
長
く
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
昭
和
十
六
年
か
ら
国
民
学
校
令
に
よ
り
尋
常
小
学
校
は
国
民

学
校
初
等
科
へ
と
編
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
六
期
（
昭
和
十
八
年
）
よ
り
『
初
等
科
国
史
』
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
該
項
目
は
『
初
等
科
国
史
』
下
第
十
「
御
恵
み
の
も

と
」
三
「
国
学
」
へ
と
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
始
ま
っ
て
い
る
。

万
一
、
諸
外
国
が
日
本
に
攻
め
寄
せ
た
場
合
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
国
民
が
尊
い
国
が
ら
を
よ
く
わ
き
ま
へ
、
心
を
一
つ
に
し
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て
、
敵
に
当
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
国
民
が
、
国
の
た
め
、
正
し
い
学
問
を
し
て
、
大
和
心
を
し
つ
か
り
と
持
つ
て
ゐ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
う
し
た
学
問
を
進
め
た
人
に
、
徳
川
光
圀
や
本
居
宣
長
ら
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
冒
頭
の
一
文
は
、
明
ら
か
に
時
局
を
反
映
し
て
、
敵
愾
心
を
あ
お
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
杞
憂
で
も
仮
定
で
も
な
く
、
近
い

将
来
に
想
定
さ
れ
る
現
実
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
挑
発
的
な
文
で
始
ま
る
「
国
学
」
は
、
そ
の
代
表
と
し
て
徳
川
光
圀
と
本
居
宣
長
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
宣
長
と
と
も
に
光
圀
を
国
学
者
の
代
表
と
し
て
い
る
点
を
考
え
て
み
た
い
。

　

光
圀
が
国
学
を
推
奨
し
、
契
沖
の
登
場
を
促
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
第
一
期
教
科
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
光
圀
を
国
学
者

の
代
表
と
す
る
記
述
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
初
等
科
国
史
下 

教
師
用
』（
昭
和
十
九
年
六
月
）

を
参
照
し
た
い
。
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

題
目
を
「
国
学
」
と
し
た
の
は
、
教
材
の
重
点
を
、
宣
長
の
大
成
せ
る
国
学
に
置
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
一
面
に
は
、
た
と
へ
儒
学
の
系

統
を
引
く
も
の
で
も
、
尊
皇
思
想
の
母
胎
と
な
つ
た
も
の
は
、
こ
れ
を
国
学
に
准
ず
る
も
の
と
し
て
取
扱
ふ
、
い
は
ば
国
学
を
日
本
的
諸

学
の
意
味
に
解
し
よ
う
と
う
す
る
意
図
も
は
た
ら
い
て
ゐ
る
。
光
圀
の
学
問
と
そ
の
国
家
に
対
す
る
寄
与
を
、
前
節
「
名
藩
主
」
で
取
扱

は
な
い
で
、
わ
ざ
わ
ざ
本
節
に
繰
り
入
れ
た
ゆ
ゑ
ん
は
、
ま
さ
に
こ
れ
が
た
め
に
外
な
ら
な
い
。

　

宣
長
に
重
点
を
置
い
た
か
ら
「
国
学
」
と
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
題
目
を
「
本
居
宣
長
」
か
ら
「
国
学
」
へ
と
変
更
し
た
理
由
に
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
本
居
宣
長
」
を
据
え
置
け
ば
良
い
だ
け
で
あ
る
。
問
題
は
儒
学
の
系
統
で
あ
っ
て
も
国
学
に
準
ず
る
「
日
本
的
諸
学
」

の
意
に
と
ら
え
直
す
理
由
が
、「
尊
皇
思
想
」
を
生
み
出
す
母
胎
と
な
る
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
学
の
定
義
に
関
わ
る
重

大
な
解
釈
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
尊
皇
思
想
を
国
学
の
属
性
の
一
つ
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
そ
の
属
性
に
あ
て
は
ま
る
か
ら
と

い
っ
て
、
儒
学
を
国
学
の
範
疇
に
入
れ
る
の
は
、
国
学
の
拡
大
解
釈
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

教
科
書
編
者
も
そ
の
こ
と
は
重
々
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
う
な
苦
し
い
言
い
訳
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
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儒
学
と
国
学
と
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
極
め
て
常
識
的
な
手
法
で
あ
る
が
、
前
者
を
唐
ご
こ
ろ
の
現
れ
、
後
者
を
大
和
心
の
結
晶
と
見

て
、
両
者
を
簡
単
に
割
切
る
の
で
は
、
抽
象
主
義
に
陥
る
虞
れ
が
あ
る
。
宣
長
ら
が
唐
ご
こ
ろ
ま
じ
れ
る
も
の
と
し
て
排
斥
し
た
の
は
、

学
問
の
醇
化
、
国
学
の
純
粋
性
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
り
、
時
流
に
棹
さ
す
儒
学
の
無
自
覚
を
非
難
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
随
つ
て
、

水
戸
学
・
会
津
学
・
土
佐
南
学
の
や
う
に
、
日
本
化
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
国
学
勃
興
の
刺
戟
に
さ
へ
な
つ
た
儒
学
を
准
国
学
と

し
て
取
扱
ふ
こ
と
は
、
何
ら
国
学
の
面
目
を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　

儒
学
と
国
学
を
峻
別
す
る
の
は
「
抽
象
主
義
」
で
あ
り
、
宣
長
自
身
が
「
漢
意
」
と
し
て
批
判
し
た
理
念
に
さ
え
も
反
す
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
議
論
は
一
般
論
と
し
て
は
受
け
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
し
か
に
宣
長
が
批
判
し
た
「
漢
意
」
は
、
日
本
人
で
あ
り
な
が

ら
、
漢
土
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
点
で
何
で
も
あ
り
が
た
く
思
う
、
い
わ
ば
「
外
国
か
ぶ
れ
」
を
批
判
し
て
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

闇
雲
に
儒
学
を
非
難
す
る
の
は
宣
長
の
意
向
に
反
す
る
と
い
う
論
理
は
首
肯
さ
れ
る
部
分
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
日
本
化
（
日
本
び
い

き
）」
と
い
う
一
点
に
よ
っ
て
、
水
戸
学
・
会
津
学
・
土
佐
南
学
な
ど
を
「
准
国
学
」
と
称
す
る
の
は
、
何
と
も
奇
妙
な
理
屈
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
日
本
古
典
を
知
識
基
盤
と
し
、
古
典
和
歌
を
詠
み
、
和
文
を
書
く
こ
と
を
旨
と
す
る
国
学
と
、
中
国
古
典
を
知
識
基
盤
と
し
、
漢
詩
・

漢
文
を
表
現
手
段
と
す
る
儒
学
は
、
拠
っ
て
立
つ
立
脚
点
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
苦
し
い
言
い
訳
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
理
屈
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
国
学
」
観
は
、
幕
末
の
倒
幕
運
動
や
尊
皇
運
動
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
の
明
治
維
新
へ
と
つ

な
が
る
思
想
運
動
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
み
じ
く
も
そ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
く
て
こ
の
期
の
学
問
は
、
儒
学
の
日
本
化
か
ら
、
国
学
の
建
設
へ
と
学
問
醇
化
の
途
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
研
究
が
実
践
へ
と
発
展
す

る
と
こ
ろ
に
、
最
も
著
し
い
特
色
を
示
し
て
ゐ
る
。

　

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
学
は
日
本
化
し
た
儒
学
か
ら
生
ま
れ
、
よ
り
先
鋭
的
に
日
本
化
の
道
を
た
ど
る
が
、
そ
れ
は
研
究
の
深
化

と
と
も
に
、
日
本
化
の
「
実
践
」
へ
と
向
か
う
も
の
だ
と
い
う
国
学
史
観
で
あ
る
。
国
学
は
日
本
の
王
政
復
古
を
下
支
え
し
た
と
い
う
考
え
の
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も
と
、
本
項
目
は
次
の
一
文
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

明
治
の
御
代
、
朝
廷
で
は
、
尊
皇
の
志
の
厚
か
つ
た
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
、
そ
の
功
を
お
ほ
め
に
な
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
位
を
お
授
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
明
治
十
六
年
に
国
学
四
大
人
に
対
し
て
、
正
四
位
の
追
贈
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
国
学
者
が
日
本
の
近
代
を
導

い
た
と
す
る
考
え
が
高
ら
か
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
第
六
期
『
初
等
科
国
史
』
も
寿
命
は
短
く
、
敗
戦
に
よ
っ
て
奈
落
の
底
に
た
た
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
節
で
確
認
し
た

よ
う
に
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
歴
史
教
科
書
の
停
止
が
言
い
渡
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
語
教
科
書
の
よ
う
に
、
一
部
墨
塗

り
で
済
ま
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
歴
史
を
教
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
新
し
い
歴
史
教
科
書
の
編
纂
が

企
て
ら
れ
た
。
結
果
的
に
で
き
た
の
は
、
第
七
期
国
史
教
科
書
『
く
に
の
あ
ゆ
み
』（
昭
和
二
十
一
年
九
月
）
で
あ
る（
注
18
）。
そ
れ
は
日
本
神

話
か
ら
始
ま
る
戦
前
・
戦
中
の
教
科
書
と
は
違
っ
て
、
石
器
時
代
の
記
述
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
第
一
「
日
本
の
あ
け
ぼ
の
」
の
は
じ
め
に

「
一 

歴
史
の
は
じ
め
」
と
し
て
、「
文
化
の
開
け
な
か
つ
た
大
昔
」
の
生
活
が
活
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
神
道
指
令
」
に

沿
っ
た
編
集
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、「
国
学
」
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
か
。
第
八
「
江
戸
と
大
阪
」
の
「
三 

学
問
の
道
」
と
い
う
の
が
そ
れ
に
当
た

る
。
そ
こ
に
は
、「
儒
教
と
寺
子
屋
」
と
「
蘭
学
」
に
挟
ま
れ
て
、「
国
学
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

国
学　

儒
教
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
に
つ
れ
て
、
す
べ
て
の
も
の
ご
と
を
見
て
行
く
上
に
、
昔
の
学
者
の
意
見
に
と
ら
は
れ
ず
、
ぢ
か
に

そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
へ
て
み
る
と
い
ふ
、
学
問
の
道
が
開
か
れ
る
や
う
に
な
つ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
大
昔
の
言
葉
や
、
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
志
ざ
す
学
者
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
人
は
、
万
葉
集
や
古
事
記

の
研
究
を
盛
ん
に
行
ひ
、
儒
教
や
仏
教
が
ま
だ
つ
た
は
つ
て
こ
な
い
時
代
の
、
わ
が
国
の
姿
を
知
ら
う
と
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
国
学
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と
い
ひ
ま
す
。
伊
勢
松
阪
の
本
居
宣
長
は
、
一
生
か
か
つ
て
、
古
事
記
を
研
究
し
、
古
事
記
伝
を
あ
ら
は
し
ま
し
た
。

　

昔
の
人
人
が
書
き
の
こ
し
た
も
の
は
、
た
と
へ
わ
づ
か
な
も
の
で
も
、
そ
の
こ
ろ
の
世
の
あ
り
さ
ま
を
知
る
、
大
せ
つ
な
材
料
に
な
り

ま
す
。
宣
長
と
、
同
じ
こ
ろ
の
学
者
、
塙
保
己
一
は
、
昔
の
本
を
多
く
あ
つ
め
て
、
群
書
類
従
と
い
ふ
名
を
つ
け
、
版
に
し
て
、
失
は
れ

な
い
や
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
戸
の
大
名
徳
川
光
圀
は
、
け
ら
い
に
い
ひ
つ
け
て
、
全
国
か
ら
、
歴
史
の
材
料
と
な
る
古
い
本
や
書

き
も
の
を
集
め
た
り
、
う
つ
さ
せ
た
り
し
て
、
長
い
間
か
か
つ
て
大
日
本
史
を
つ
く
ら
せ
ま
し
た
。

　

内
容
の
検
討
に
入
る
前
に
、「
学
問
の
道
」
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
儒
教
（
儒
学
）
の
次
に
国
学
が
来
る
の
は
従
前
の
形
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
蘭
学
が
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
学
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
相
対
的
な
学
問
体
系
で
あ
り
、
数
あ
る
学
問
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
蘭
学
の
記
述
が
他
の
二
つ
の
二
倍
以
上
の
分
量
を
用
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特

筆
さ
れ
る
。「
国
学
」
絶
対
化
を
構
成
の
上
か
ら
も
否
定
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

次
に
記
述
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
教
科
書
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
国
学
の
属
性
と
し
て
尊
王
論
・
尊
王
思
想
に
言
及
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
す
べ
て
の
も
の
ご
と
を
見
て
行
く
上
に
、
昔
の
学
者
の
意
見
に
と
ら
は
れ
ず
、
ぢ
か
に
そ
の
も
の
に
つ
い

て
考
へ
て
み
る
」
と
い
う
定
義
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
性
質
は
、
本
居
宣
長
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
に
お
け
る
次
の
記
述
と
符
合
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

古
学
と
は
、
す
べ
て
後
世
の
説
に
か
か
は
ら
ず
、
何
事
も
古
書
に
よ
り
て
そ
の
本
を
考
へ
、
上
代
の
事
を
つ
ま
び
ら
か
に
明
ら
む
る
学

問
也
。（「
古
学
の
輩
」
自
注
）

　

後
世
の
注
釈
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
古
典
そ
の
も
の
に
即
し
て
古
典
を
検
討
す
る
方
法
は
、
現
代
で
は
文
献
実
証
主
義
と
称
し

て
、
国
学
（
文
献
学
）
の
原
則
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
尊
王
論
か
ら
文
献
実
証
主
義
へ
、
と
い
う
の
が
、
国
学
観
の
変
容
の
一
点
目
で
あ

る
。
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二
点
目
と
し
て
、
国
学
の
業
績
に
関
し
て
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
の
ほ
か
に
、
塙
保
己
一
『
群
書
類
従
』
と
徳
川
光
圀
『
大
日
本
史
』
を

併
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
光
圀
を
取
り
上
げ
る
点
で
は
戦
前
・
戦
中
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
上
げ
方
が
異
な
る
。
戦
前
・
戦
中
の

教
科
書
は
尊
王
思
想
の
代
表
と
し
て
、
光
圀
と
宣
長
を
併
置
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
『
古
事
記
伝
』
と
『
大
日
本
史
』
を
併
置
し
て
い
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
群
書
類
従
』
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
業
績
の
持
つ
意
味
が
変
容
す
る
。
つ
ま
り
、『
古
事

記
伝
』
は
注
釈
書
の
執
筆
で
あ
り
、『
群
書
類
従
』
は
叢
書
の
編
集
で
あ
り
、『
大
日
本
史
』
は
歴
史
書
の
編
纂
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
共
通
す
る

の
は
古
典
文
献
の
基
礎
作
業
の
成
果
と
し
て
の
業
績
で
あ
っ
て
、
国
学
の
思
想
的
意
味
づ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
学
か
ら
尊
王
思
想
を

脱
色
し
、
純
粋
に
日
本
を
対
象
と
す
る
学
問
と
い
う
位
置
づ
け
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
点
目
と
し
て
、
国
学
が
解
明
す
る
も
の
は
、
戦
前
・
戦
中
で
は
「
国
体
」
や
「
皇
室
の
尊
厳
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
く
に
の
あ
ゆ
み
』

に
お
い
て
は
「
儒
教
や
仏
教
が
ま
だ
つ
た
は
つ
て
こ
な
い
時
代
の
、
わ
が
国
の
姿
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
後
者
の
国
学
観
は
、
た
と
え
ば

平
田
篤
胤
『
古
道
大
意
』
上
に
展
開
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
言
説
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

古
へ
儒
仏
の
道
い
ま
だ
御
国
へ
渡
り
来
ら
ざ
る
以
前
の
純
粋
な
る
古
へ
の
意
と
古
の
言
と
を
以
て
、
天
地
の
初
め
よ
り
の
事
実
を
す
な

ほ
に
説
考
へ
、
そ
の
事
実
の
上
に
真
の
道
の
具
わ
つ
て
あ
る
事
を
明
ら
む
る
学
問
で
あ
る
故
に
、
古
道
学
と
申
す
で
ご
ざ
る
。（『
古
道
大

意
』
上
）

　

儒
教
や
仏
教
が
渡
来
す
る
前
の
国
の
姿
を
「
古
意
」
と
「
古
言
」
に
即
し
て
再
現
す
る
の
が
「
古
道
学
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
篤
胤

が
自
ら
の
「
古
道
学
」
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
賀
茂
真
淵
や
本
居
宣
長
も
異
口
同
音
の
言
い
回
し
で
国
学
を
定
義
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
国
学
者
た
ち
に
よ
る
国
学
の
最
大
公
約
数
的
な
定
義
が
儒
仏
渡
来
以
前
の
「
わ
が
国
の
姿
」
を
追
究
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
戦
後
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
国
学
の
定
義
は
先
祖
返
り
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
三
点
に
お
い
て
、
第
七
期
教
科
書
は
そ
れ
ま
で
の
戦
前
・
戦
中
の
教
科
書
に
描
か
れ
た
尊
王
論
・
尊
王
思
想
の
権
化
と
し
て
の
宣
長
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か
ら
、
文
献
実
証
主
義
に
し
て
古
代
文
化
研
究
の
真
摯
な
学
究
へ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
を
図
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
の
学

制
改
革
と
、
国
史
が
社
会
科
の
中
に
一
科
目
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
七
期
国
定
国
史
教
科
書
『
く
に
の
あ
ゆ
み
』
は
教
科
書

と
し
て
の
寿
命
が
極
端
に
短
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
二
年
の
学
校
教
育
法
の
制
定
に
よ
る
教
科
書
検
定
制
度
に
よ
っ
て
複
数
の
教
科
書
が

著
さ
れ
、
地
方
の
教
育
委
員
会
の
裁
量
に
よ
っ
て
、
任
意
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
。
だ
が
、
基
本
的
な
方
針
は
最
後
の

国
定
教
科
書
と
な
っ
た
第
七
期
教
科
書
の
編
集
方
針
に
沿
っ
て
編
纂
さ
れ
、
ふ
た
た
び
宣
長
が
尊
王
（
尊
皇
）
思
想
の
文
脈
で
登
場
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
二
）
高
等
小
学
校
・
国
民
学
校
高
等
科

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
小
学
校
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
尋
常
小
学
校
が
四
年
制
か
ら
六
年
制
に
な
り
、
高
等
小
学
校
が
二
年
制
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
日
本
歴
史
（
国
史
）
は
尋
常
小
学
校
五
、
六
年
と
、
高
等
小
学
校
一
、
二
年
で
習
う
こ
と
に
な
っ
た
。
改
正
後
の

高
等
小
学
校
の
最
初
の
日
本
歴
史
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
本
居
宣
長
の
記
事
は
、『
高
等
小
学
日
本
歴
史
』
巻
二
（
明
治
四
十
四
年
）「
十
五 

尊
王
論
と
国
学
の
勃
興
」
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

　

尊
王
論
の
漸
く
盛
な
る
に
当
り
て
、
国
学
勃
興
し
、
更
に
之
を
刺
激
し
て
益
々
其
の
勢
を
助
け
た
り
。
曩
に
徳
川
光
圀
の
国
史
の
研
究

に
従
事
せ
し
頃
、
大
阪
に
僧
契
沖
あ
り
、
我
が
国
の
古
文
を
講
究
し
て
発
明
す
る
所
多
し
。
光
圀
之
を
景
慕
し
て
、
其
の
世
を
終
ふ
る
ま

で
存
問
絶
え
ざ
り
き
と
い
ふ
。
是
よ
り
国
学
漸
く
盛
に
し
て
、
荷
田
春
満
吉
宗
の
時
に
出
で
、
其
の
門
人
賀
茂
真
淵
、
真
淵
の
門
人
本
居

宣
長
等
相
踵
ぎ
て
現
れ
た
り
。
中
に
も
宣
長
は
深
く
古
史
・
古
文
に
通
じ
、
古
事
記
伝
を
始
と
し
て
著
書
極
め
て
多
し
。
当
時
漢
学
者
の

中
に
は
、
儒
教
に
心
酔
す
る
の
余
り
、
支
那
を
尊
び
我
が
国
を
卑
し
め
、
内
外
本
末
を
誤
れ
る
も
の
あ
り
。
宣
長
い
た
く
之
を
慨
き
、
努

め
て
儒
教
を
排
斥
せ
り
。
次
い
で
平
田
篤
胤
あ
り
。
宣
長
の
学
を
伝
へ
て
頻
り
に
神
道
を
主
張
し
、
極
力
儒
・
仏
を
攻
撃
せ
り
。
又
宣
長
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と
時
を
同
じ
う
し
て
塙
保
己
一
あ
り
。
幼
に
し
て
明
を
失
ひ
し
が
、
博
聞
強
記
に
し
て
古
典
に
通
じ
、
群
書
類
従
を
編
纂
し
て
世
に
伝
へ

た
り
。
か
く
の
如
く
国
学
の
大
家
多
く
現
れ
て
、
古
史
・
古
文
の
研
究
愈
々
盛
に
な
り
し
か
ば
、
世
人
益
々
我
が
国
体
の
尊
厳
な
る
を
覚

り
、
大
義
名
分
の
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
に
至
れ
り
。

　

徳
川
光
圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
に
始
ま
る
尊
王
論
の
芽
生
え
を
説
き
、
尊
王
論
の
魁
と
し
て
武
内
式
部
の
活
動
を
紹
介
し
、
数
人
の
尊
王

論
者
を
列
挙
し
た
後
の
叙
述
で
あ
り
、「
国
学
の
勃
興
」
の
小
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
。
契
沖
を
魁
に
春
満
・
真
淵
と
継
承
さ
れ
、
宣
長
に

至
っ
て
『
古
事
記
伝
』
を
著
し
、
儒
教
を
排
斥
す
る
国
学
を
確
立
す
る
。
次
に
、
篤
胤
の
神
道
説
や
保
己
一
の
『
群
書
類
従
』
編
集
に
も
言
及

す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
国
体
の
尊
厳
」
と
「
大
義
名
分
」
の
重
要
性
を
説
い
て
結
ん
で
い
る
。
こ
の
中
身
は
、
第
二
期
『
尋
常
小
学
日
本

歴
史
』
第
二
「
第
十 

尊
王
論
」
の
延
長
線
上
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
人
名
や
書
名
が
付
加
さ
れ
、
肉
付
け
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ

う
。

　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
よ
り
、『
高
等
小
学
日
本
歴
史
』
の
名
称
が
『
高
等
小
学
国
史
』
に
改
め
ら
れ
、
教
授
内
容
も
修
正
が
加
え
ら

れ
た
。
そ
れ
は
尋
常
小
学
校
の
第
三
期
教
科
書
の
改
訂
に
合
わ
せ
た
改
変
で
も
あ
っ
た
。
第
三
期
の
尋
常
小
学
校
教
科
書
は
、「
尊
王
論
」
か

ら
「
本
居
宣
長
」
へ
と
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
た
が
、
高
等
小
学
国
史
は
相
変
わ
ら
ず
「
尊
王
論
と
国
学
の
勃
興
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
該
当

箇
所
は
次
の
通
り
。

　

か
く
の
如
く
天
下
に
率
先
し
て
尊
王
の
大
義
を
と
な
へ
た
る
も
の
は
た
ち
ま
ち
罪
せ
ら
れ
し
か
ば
、
公
に
幕
府
の
不
義
を
論
ず
る
も
の

絶
え
た
り
し
も
、
尊
王
の
思
想
は
お
さ
へ
得
べ
く
も
あ
ら
ず
、
か
へ
つ
て
国
学
の
興
る
に
つ
れ
て
ま
す
〳
〵
ひ
ろ
ま
れ
り
。
さ
き
に
光
圀

が
国
史
の
研
究
を
は
じ
め
し
頃
、
大
阪
に
僧
契
沖
あ
り
、
博
学
に
し
て
わ
が
古
語
に
く
は
し
く
、
光
圀
の
請
に
よ
り
て
万
葉
集
の
註
釈
を

あ
ら
は
せ
り
。
こ
れ
よ
り
国
学
の
研
究
盛
に
な
り
、
寛
政
の
頃
伊
勢
の
本
居
宣
長
に
よ
り
て
大
成
せ
ら
る
。
宣
長
は
賀
茂
真
淵
の
門
人
に

し
て
、
深
く
古
史
・
古
文
を
き
は
め
、
古
事
記
伝
を
は
じ
め
数
多
の
書
を
あ
ら
は
し
て
、
国
体
を
明
か
に
す
る
に
つ
と
め
た
り
。
そ
の
学
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を
奉
ず
る
も
の
多
か
り
し
が
、
中
に
も
平
田
篤
胤
最
も
あ
ら
は
れ
、
儒
・
仏
を
し
り
ぞ
け
て
神
道
を
と
な
へ
、
盛
に
尊
王
愛
国
の
精
神
を

鼓
吹
せ
り
。
か
つ
て

　
　

人
は
よ
し
か
ら
に
つ
く
と
も
、
我
が
杖
は

　
　
　
　

や
ま
と
島
根
に
た
て
ん
と
ぞ
思
ふ
。

と
よ
み
て
、
お
の
が
主
義
を
示
し
た
り
き
。
ま
た
宣
長
と
時
を
同
じ
う
し
て
塙
保
己
一
あ
り
。
盲
人
な
が
ら
博
聞
強
記
に
し
て
、
幕
府
の

保
護
を
受
け
て
和
学
講
談
所
を
江
戸
に
設
け
、
広
く
古
書
を
集
め
て
群
書
類
従
一
千
八
百
余
冊
を
出
版
せ
り
。
こ
ゝ
に
於
て
国
学
研
究
の

便
も
開
け
ゆ
き
ぬ
。

　

か
く
て
古
史
・
古
文
の
研
究
い
よ
〳
〵
盛
に
な
り
し
か
ば
、
世
人
ま
す
ま
す
わ
が
国
体
の
尊
厳
な
る
を
知
り
、
大
義
名
分
の
ゆ
る
が
せ

に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
さ
と
る
に
至
り
、
尊
王
家
相
つ
い
で
出
で
た
り
。

　

尊
王
思
想
家
を
語
る
中
で
国
学
者
の
活
動
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
光
圀
が
契
沖
を
庇
護
し
た
と
こ
ろ
か
ら
国
学
が
始
ま
り
、
真
淵
・
宣
長
・

篤
胤
へ
と
話
を
進
め
、
塙
保
己
一
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
改
訂
前
と
異
な
る
特
徴
は
、
篤
胤
の
歌
を
紹
介
し
て
、「
尊
王
愛
国
の
精
神
」
を

強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
向
性
は
、
尋
常
小
学
校
の
国
史
が
第
五
期
（
昭
和
十
六
年
）
に
な
っ
て
修
正
さ
れ
る
箇
所
を
十
数

年
も
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
の
内
容
は
、
そ
の
後
に
口
語
体
に
移
し
替
え
ら
れ
る
こ
と
以
外
、
ほ
と
ん
ど
改
変
さ

れ
る
こ
と
な
く
国
民
学
校
時
代
に
突
入
し
た
。

　

国
民
学
校
初
等
科
と
同
じ
く
、
昭
和
十
九
年
に
高
等
科
も
『
高
等
科
国
史
』
の
編
纂
が
始
ま
り
、
同
年
に
上
巻
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
下
巻
の

刊
行
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
は
昭
和
二
十
年
四
月
か
ら
高
等
科
授
業
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い（
注
19
）。
教
科
書
自
体
が

必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
敗
戦
を
迎
え
、
そ
の
ま
ま
歴
史
教
科
書
の
使
用
停
止
命
令
が
出
さ
れ
た
。『
高
等
科
国
史
』
下

巻
は
つ
い
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
敗
戦
を
経
て
、
国
民
学
校
高
等
科
は
学
制
改
革
に
伴
い
、
新
制
中
学
校
に
改
組
さ
れ
た
。
歴
史
科
目
の
授
業
停
止
の
後
、
最
初
に
編

纂
さ
れ
た
後
続
の
教
科
書
は
『
日
本
の
歴
史
』（
昭
和
二
十
一
年
十
月
刊
）
で
あ
っ
た
。『
日
本
の
歴
史
』
は
『
く
に
の
あ
ゆ
み
』
と
同
じ
く
大

胆
な
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
基
本
的
な
改
訂
の
枠
組
み
は
同
じ
で
あ
る
。
国
学
関
係
は
第
九
章
「
国
民
生
活
の
向
上
」
第
二
節
「
学
問

と
芸
術
」
に
「
儒
学
・
国
学
・
洋
学
」
の
範
疇
に
割
り
当
て
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
置
か
れ
た
。

　

国
学
は
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
万
葉
集
・
古
今
集
・
源
氏
物
語
な
ど
の
古
典
を
研
究
す
る
学
問
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
中
期
か
ら
お

こ
つ
た
が
、
そ
の
先
駆
と
な
つ
た
も
の
は
、
元
禄
の
こ
ろ
に
万
葉
集
の
注
釈
を
行
つ
て
古
典
の
研
究
に
新
生
面
を
開
い
た
契
沖
で
あ
る
。

つ
い
で
、
荷
田
春
満
が
出
て
国
学
の
向
か
ふ
と
こ
ろ
を
定
め
、
賀
茂
真
淵
は
そ
の
教
へ
を
う
け
て
、
師
の
主
張
と
研
究
を
一
そ
う
強
く
推

進
し
た
。
真
淵
の
門
人
本
居
宣
長
が
古
事
記
の
注
釈
を
な
し
と
げ
、
学
問
の
体
系
を
立
て
る
に
及
ん
で
、
国
学
は
大
成
し
た
。
そ
の
こ

ろ
、
別
に
塙
保
己
一
は
、
盲
人
の
身
を
も
つ
て
江
戸
に
和
学
講
談
所
を
開
き
、
古
書
・
古
記
録
を
集
め
て
群
書
類
従
を
編
纂
し
、
研
究
の

利
便
に
供
し
た
。
さ
ら
に
宣
長
の
学
統
か
ら
、
平
田
篤
胤
が
現
は
れ
て
学
派
の
勢
力
を
拡
大
し
、
伴
信
友
は
国
史
の
研
究
、
故
事
の
考
証

に
精
密
該
博
な
学
識
を
示
し
、
幕
末
に
は
、
鈴
木
重
胤
・
大
国
隆
正
ら
の
活
動
が
あ
り
、
国
学
の
発
達
普
及
の
勢
ひ
は
と
き
と
共
に
盛
ん

に
な
つ
た
。

　

国
学
解
説
の
大
枠
は
『
く
に
の
あ
ゆ
み
』
と
同
じ
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
人
物
も
重
な
る
者
が
多
い
が
、
よ
り
多
く
の
古
典
文
学
作
品
を
例

示
し
て
い
る
点
や
、
伴
信
友
や
鈴
木
重
胤
、
あ
る
い
は
大
国
隆
正
等
に
言
及
し
て
い
る
点
で
、
小
学
校
よ
り
も
課
程
が
上
位
で
あ
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
尊
王
論
に
関
し
て
言
え
ば
、『
く
に
の
あ
ゆ
み
』
に
は
ま
っ
た
く
言
及
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、『
日
本
の
歴
史
』
は
第
十
章
「
江
戸

幕
府
の
政
治
」
第
一
節
「
朝
廷
と
幕
府
の
関
係
」
の
第
三
項
目
に
「
尊
王
斥
覇
」
と
し
て
触
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
武
士
階
級
の
者
の
中
か
ら

幕
府
を
嫌
い
、
皇
室
を
敬
慕
す
る
者
が
現
れ
、
そ
れ
が
幕
末
の
勤
王
討
幕
運
動
へ
と
続
く
流
れ
を
形
成
し
た
と
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。「
尊
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王
攘
夷
」
で
は
な
く
、
巧
妙
に
「
尊
王
斥
覇
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
尊
王
斥
覇
」
と
は
朱
子
学
の
大
義
名

分
論
に
基
づ
く
用
語
で
、
王
道
を
尊
び
、
覇
道
を
排
斥
す
る
こ
と
で
あ
る
。
王
道
と
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
は
徳
に
よ
っ
て
世
を
治
め
る
先

王
の
意
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
帝
の
治
世
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
覇
道
と
は
、
徳
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
義
の
な
い
覇
権
に

よ
っ
て
力
尽
く
で
服
従
さ
せ
る
恐
怖
政
治
を
意
味
す
る
。
往
々
に
し
て
日
本
で
は
、
覇
道
は
幕
政
の
末
期
に
芽
生
え
る
。
つ
ま
り
、「
斥
覇
」

と
は
、
武
士
自
体
が
覇
道
と
な
っ
た
幕
府
を
打
ち
倒
す
意
（
倒
幕
）
で
あ
り
、
幕
府
の
内
部
崩
壊
を
示
唆
す
る
用
語
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に

は
尊
王
論
に
国
学
を
結
び
つ
け
る
観
点
は
微
塵
も
な
い
。「
幕
府
の
圧
制
を
嫌
ふ
者
」
に
よ
る
尊
王
論
と
、「
古
典
を
研
究
す
る
学
問
」
と
し
て

の
国
学
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
も
と
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
国
史
教
科
書
に
お
け
る
「
国
学
」
の
位
置
づ
け
は
、
敗
戦
を
経
て
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
後
の
検
定
教
科
書
に
お
い
て
も
基
本

的
に
こ
の
筋
立
て
を
踏
襲
す
る
形
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
　
　
　
　

五
、
修
身
教
科
書
の
敗
戦

　
　
　
　
　
（
一
）
尋
常
小
学
校
・
国
民
学
校
初
等
科

　

明
治
五
年
の
学
制
発
布
に
伴
い
、
小
学
校
で
教
授
さ
れ
る
科
目
の
中
に
修
身
が
設
置
さ
れ
た
。
近
代
の
は
じ
め
に
は
、
西
洋
の
道
徳
書
の
翻

訳
を
用
い
て
授
業
を
お
こ
な
っ
た
り
、
江
戸
時
代
以
来
の
儒
教
道
徳
を
中
核
に
据
え
た
り
、
と
い
っ
た
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
三
十
日
に
教
育
勅
語
（
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
）
が
発
布
さ
れ
た
。
教
育
勅
語
は
前
年
に
発
効
し
た
大

日
本
帝
国
憲
法
の
精
神
に
即
し
て
、
忠
君
愛
国
を
根
本
理
念
と
し
て
国
民
道
徳
の
基
本
を
定
め
た
も
の
で
、
学
校
教
育
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
修
身
は
教
育
課
程
の
中
で
教
育
勅
語
の
も
っ
と
も
強
い
影
響
を
受
け
た
。
教
育
勅
語
発
布
後
は
そ
の
理
念
に
基
づ
い
て
修
身
教
科
書
が

編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
編
集
方
針
は
国
定
教
科
書
に
な
っ
て
か
ら
も
継
承
さ
れ
、
と
り
わ
け
第
二
期
以
降
は
、
四
年
生
以
上
の
教
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科
書
巻
頭
に
教
育
勅
語
全
文
が
掲
示
さ
れ
、
六
年
生
の
教
科
書
の
巻
末
に
は
、
そ
の
解
説
が
載
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
修

身
は
教
育
勅
語
と
と
も
に
歩
み
、
教
育
勅
語
と
と
も
に
消
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
経
緯
の
中
で
、
本
居
宣
長
が
修
身
教
科
書
に
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、
第
三
期
『
尋
常
小
学
修
身
書
』
巻
三
（
大
正
九

年
）
第
六
「
せ
い
と
ん
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

本
居
宣
長
は
た
く
さ
ん
の
本
を
も
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
い
ち
〳
〵
本
ば
こ
に
入
れ
て
よ
く
せ
い
と
ん
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
夜
は

あ
か
り
を
つ
け
な
く
て
も
、
思
ふ
や
う
に
ど
の
本
で
も
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

宣
長
は
い
つ
も
う
ち
の
人
に
む
か
つ
て
、「
ど
ん
な
も
の
で
も
、
そ
れ
を
さ
が
す
時
の
こ
と
を
思
つ
た
な
ら
、
し
ま
ふ
時
に
き
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
れ
る
時
に
少
し
の
め
ん
だ
う
は
あ
つ
て
も
い
り
よ
う
の
時
に
、
早
く
出
せ
る
方
が
よ
ろ
し
い
。」
と
い
つ
て

き
か
せ
ま
し
た
。

　

多
く
の
書
物
を
所
有
し
て
い
た
宣
長
が
、
本
の
出
納
の
極
意
を
ま
わ
り
の
人
に
向
け
た
台
詞
の
中
で
語
る
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は

『
翠
園
余
滴
』
を
典
拠
に
し
て
い
る
と
い
う（
注
20
）。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
整
頓
」
に
関
す
る
秘
訣
を
伝
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
必

ず
し
も
宣
長
の
台
詞
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
宣
長
の
こ
と
を
知
ら
な
い
尋
常
小
学
校
三
年
生
に
と
っ
て
、
こ
の
話
は
あ
ま
り

響
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
配
慮
し
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
第
四
期
『
尋
常
小
学
修
身
書
』
巻
三
（
昭
和
十
一
年
）
第
七
「
せ
い

と
ん
」
に
再
録
さ
れ
る
時
の
改
訂
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　

本
居
宣
長
は
、
わ
が
国
の
昔
の
本
を
読
ん
で
、
日
本
が
大
そ
う
り
つ
ぱ
な
国
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
知
ら
せ
た
、
名
高
い
が
く
し
や
で

あ
り
ま
す
。

　

宣
長
は
、
た
く
さ
ん
の
本
を
持
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
一
々
本
箱
に
入
れ
て
、
よ
く
せ
い
と
ん
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
夜
、
あ
か
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り
を
つ
け
な
く
て
も
、
思
ふ
や
う
に
、
ど
の
本
で
も
取
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

宣
長
は
、
い
つ
も
う
ち
の
人
に
向
か
つ
て
、

「
ど
ん
な
物
で
も
、
そ
れ
を
さ
が
す
時
の
こ
と
を
思
つ
た
な
ら
、
し
ま
ふ
時
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
れ
る
時
に
、
少
し

の
め
ん
だ
う
は
あ
つ
て
も
、
い
る
時
に
、
早
く
出
せ
る
方
が
よ
ろ
し
い
。」

と
い
つ
て
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

宣
長
が
名
高
い
が
く
し
や
に
な
り
、
り
つ
ぱ
な
し
ご
と
を
の
こ
し
た
の
に
は
、
へ
い
ぜ
い
物
を
よ
く
せ
い
と
ん
し
て
お
い
た
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
や
く
に
た
つ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

　

書
物
出
納
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
最
小
限
の
訂
正
で
済
ま
せ
、
宣
長
の
台
詞
を
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
前
後
に
宣
長
に
関
す

る
説
明
を
付
加
し
て
い
る
。
ま
ず
、
宣
長
と
い
う
人
物
の
人
と
な
り
を
語
り
、
逸
話
で
語
ら
れ
た
普
段
の
心
掛
け
の
お
蔭
で
学
者
と
し
て
大
成

し
た
こ
と
を
添
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
教
訓
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
、
宣
長
の
学
者
と
し
て
の
偉
大
さ
を
明
示
す
る
説
明
を
加
え
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
小
学
三
年
生
に
習
う
教
材
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
本
居
宣
長
の
名
前
す
ら
知
ら
な
い
児
童
が
大
多
数
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
中
で
、
他
科
目
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
三
期
お
よ
び
第
四
期
に
お
い
て
（
大
正
七
年
〜
昭
和
十
六
）、
国
語
お
よ
び
国
史
の
六
年

次
に
宣
長
の
事
跡
を
学
習
す
る
基
盤
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

第
五
期
に
な
っ
て
、
国
民
学
校
初
等
科
三
年
生
に
教
授
す
る
教
材
と
し
て
「
整
頓
」
の
宣
長
は
姿
を
消
す
が
、『
初
等
科
修
身
』
四
に
「
十

一 

松
阪
の
一
夜
」
を
転
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
当
該
教
材
は
も
と
も
と
第
三
期
お
よ
び
第
四
期
の
小
学
国

語
読
本
に
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、
定
番
教
材
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
教
科
書
教
材
と
し
て
は
最
終
形
と
な
る
修
身
教
科
書

掲
載
の
も
の
を
以
下
に
掲
出
し
、
修
身
教
材
と
し
て
の
性
質
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

本
居
宣
長
は
、
伊
勢
の
国
松
阪
の
人
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
か
ら
読
書
が
す
き
で
、
将
来
学
問
を
以
て
身
を
立
て
た
い
と
、
一
心
に
勉
強
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ゐ
た
。

　

あ
る
夏
の
な
か
ば
、
宣
長
が
か
ね
て
買
ひ
つ
け
の
古
本
屋
へ
行
く
と
、
主
人
は
あ
い
さ
う
よ
く
迎
へ
て
、 

 
「
ど
う
も
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
あ
な
た
が
、
よ
く
お
あ
い
に
な
り
た
い
と
い
は
れ
て
ゐ
た
江
戸
の
賀
茂
真
淵
先
生
が
、
先
ほ
ど
お
見
え

に
な
り
ま
し
た
。」

と
い
ふ
。
思
ひ
が
け
な
い
こ
と
ば
に
宣
長
は
驚
い
て
、

 

「
先
生
が
、
ど
う
し
て
こ
ち
ら
へ
。」 

 

「
な
ん
で
も
、
山
城
・
大
和
方
面
の
御
旅
行
が
す
ん
で
、
こ
れ
か
ら
参
宮
を
な
さ
る
の
だ
さ
う
で
す
。
あ
の
新
上
屋
に
お
と
ま
り
に
な
つ

て
、
さ
つ
き
お
出
か
け
の
途
中
『
何
か
め
づ
ら
し
い
本
は
な
い
か
。』
と
、
お
寄
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」 

 

「
そ
れ
は
惜
し
い
こ
と
を
し
た
。
ど
う
か
し
て
お
目
に
か
か
り
た
い
も
の
だ
が
。」

 

「
あ
と
を
追
つ
て
お
い
で
に
な
つ
た
ら
、
た
い
て
い
追
ひ
つ
け
ま
せ
う
。」

　

宣
長
は
、
大
急
ぎ
で
真
淵
の
や
う
す
を
聞
き
取
つ
て
あ
と
を
追
つ
た
が
、
松
阪
の
町
の
は
づ
れ
ま
で
行
つ
て
も
、
そ
れ
ら
し
い
人
は
見

え
な
い
。
次
の
宿
の
先
ま
で
行
つ
て
み
た
が
、
や
は
り
追
ひ
つ
け
な
か
つ
た
。
宣
長
は
力
を
落
し
て
、
す
ご
す
ご
と
も
ど
つ
て
来
た
。
さ

う
し
て
新
上
屋
の
主
人
に
万
一
お
帰
り
に
ま
た
と
ま
ら
れ
る
こ
と
が
あ
つ
た
ら
、
す
ぐ
知
ら
せ
て
も
ら
ひ
た
い
と
頼
ん
で
お
い
た
。

　

望
み
が
か
な
つ
て
、
宣
長
が
真
淵
を
新
上
屋
の
一
室
に
た
づ
ね
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
数
日
の
の
ち
で
あ
つ
た
。
二
人

は
、
ほ
の
暗
い
行
灯
の
も
と
で
対
面
し
た
。
真
淵
は
も
う
七
十
歳
に
近
く
、
い
ろ
い
ろ
り
つ
ぱ
な
著
書
も
あ
つ
て
、
天
下
に
聞
え
た
老
大

家
。
宣
長
は
ま
だ
三
十
歳
余
り
で
、
温
和
な
人
と
な
り
の
う
ち
に
、
ど
こ
と
な
く
才
気
の
ひ
ら
め
い
て
ゐ
る
少
壮
の
学
者
。
年
こ
そ
違

へ
、
二
人
は
同
じ
学
問
の
道
を
た
ど
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
ん
た
ん
話
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
真
淵
は
宣
長
の
学
識
の
尋
常
で
な
い
こ
と
を
知
つ
て
、
非
常
に
た
の
も
し
く
思
つ
た
。
話
が
古
事
記
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の
こ
と
に
お
よ
ぶ
と
、
宣
長
は

 
「
私
は
、
か
ね
が
ね
古
事
記
を
研
究
し
た
い
と
思
つ
て
を
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
何
か
御
注
意
く
だ
さ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い

か
。」

 

「
そ
れ
は
、
よ
い
と
こ
ろ
に
お
気
づ
き
で
し
た
。
私
も
、
実
は
早
く
か
ら
古
事
記
を
研
究
を
し
た
い
考
へ
は
あ
つ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に

は
万
葉
集
を
調
べ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
つ
て
、
そ
の
方
の
研
究
に
取
り
か
か
つ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
年
を
取

つ
て
し
ま
つ
て
、
古
事
記
に
手
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
は
、
ま
だ
お
若
い
か
ら
、
し
つ
か
り
努
力
な
さ
つ
た

ら
、
き
つ
と
こ
の
研
究
を
大
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
う
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
順
序
正
し
く
進
む
と
い
ふ
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
学
問
の
研
究
に
は
特
に
必
要
で
す
か
ら
、
ま
づ
土
台
を
作
つ
て
、
そ
れ
か
ら
一
歩
一
歩
高
く
の
ぼ
り
、
最
後
の
目
的
に
達

す
る
や
う
に
な
さ
い
。」

　

夏
の
夜
は
ふ
け
や
す
い
。
家
々
の
戸
は
、
も
う
皆
と
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
。
老
学
者
の
言
に
深
く
感
動
し
た
宣
長
は
、
未
来
の
希
望
に
胸
を

を
ど
ら
せ
な
が
ら
、
ひ
つ
そ
り
し
た
町
筋
を
わ
が
家
へ
向
つ
た
。

　

そ
の
の
ち
、
宣
長
は
絶
え
ず
文
通
し
て
真
淵
の
教
へ
を
受
け
、
師
弟
の
関
係
は
日
一
日
と
親
密
の
度
を
加
へ
た
が
、
面
会
の
機
会
は
松

阪
の
一
夜
以
後
と
う
と
う
来
な
か
つ
た
。

　

宣
長
は
真
淵
の
志
を
受
け
つ
ぎ
、
三
十
五
年
の
間
努
力
に
努
力
を
続
け
て
、
つ
ひ
に
古
事
記
の
研
究
を
大
成
し
た
。
有
名
な
古
事
記
伝

と
い
ふ
大
著
述
は
、
こ
の
研
究
の
結
果
で
、
わ
が
国
の
学
問
の
上
に
不
滅
の
光
を
放
つ
て
ゐ
る
。 

　

内
容
の
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
第
一
段
落
は
物
語
の
主
人
公
を
最
初
に
紹
介
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
見
た
「
せ
い
と

ん
」
に
お
け
る
冒
頭
と
同
じ
く
、
物
語
の
照
準
を
宣
長
に
定
め
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
第
二
段
落
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
ま
る
。
普
段
か
ら
敬
愛

す
る
真
淵
が
た
ま
た
ま
松
阪
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
古
本
屋
（
柏
屋
）
の
主
人
か
ら
聞
い
て
、
あ
と
を
追
い
か
け
る
が
、
見
つ
か
ら
ず
に
す
ご
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す
ご
と
戻
っ
て
き
て
、
真
淵
一
行
の
帰
途
に
は
是
非
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
は
台
詞
の
応
酬
に
よ
っ
て

急
迫
し
た
シ
ー
ン
が
迫
真
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
段
落
は
真
淵
と
宣
長
の
対
面
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。「
天
下
に
聞
え
た
老
大
家
」
真
淵

と
「
少
壮
の
学
者
」
宣
長
の
対
面
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
こ
の
場
面
を
象
徴
す
る
「
ほ
の
暗
い
行
灯
」
も
登
場
し
て
い
る
。
真
淵
が
宣
長
に
授
け

た
助
言
は
、
古
事
記
の
研
究
を
大
成
す
る
こ
と
と
順
序
正
し
く
進
む
こ
と
で
あ
る
。
第
四
段
落
は
真
淵
と
め
ぐ
り
会
っ
た
宣
長
の
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
姿
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
宣
長
の
思
い
を
「
未
来
の
希
望
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
老
い
た
真
淵
の
過
去
の
栄
光
に
対
し
て
、
若
い
宣

長
の
未
来
の
希
望
と
い
う
対
比
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
第
五
段
落
は
後
日
談
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
江
戸
と
松
阪
と
の
距
離

で
は
な
く
、
再
度
の
面
会
の
機
会
が
訪
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
終
段
落
は
こ
の
話
の
締
め
く
く
り
で
あ
る
。
燦
然
と
輝
く
大
偉
業
た
る

『
古
事
記
伝
』
を
「
不
滅
の
光
」
と
讃
え
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

こ
の
教
科
書
版
は
、
佐
佐
木
信
綱
版
「
松
坂
の
一
夜
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
第
三
期

国
語
教
科
書
（
大
正
十
二
年
）
か
ら
第
四
期
国
語
教
科
書
（
昭
和
十
三
年
）、
そ
し
て
第
五
期
修
身
教
科
書
（
昭
和
十
八
年
）
へ
と
、
採
択
さ

れ
る
ご
と
に
多
少
の
表
現
を
変
え
な
が
ら
最
終
版
に
た
ど
り
着
い
た
わ
け
で
あ
る
。
佐
佐
木
信
綱
版
と
教
科
書
版
を
比
較
し
た
時
、
も
っ
と
も

相
違
す
る
点
は
、「
不
滅
の
光
」
の
内
実
で
あ
る
。
信
綱
版
に
お
い
て
は
、
第
三
段
落
に
登
場
し
た
、
二
人
を
照
ら
し
た
「
ほ
の
暗
い
行
灯
」

が
「
不
滅
の
光
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
教
科
書
版
に
お
い
て
は
、「
古
事
記
伝
と
い
ふ
大
著
述
」
が
「
不
滅
の
光
」
で
あ

る
と
す
る
。
こ
の
改
変
は
決
定
的
な
解
釈
の
変
更
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
信
綱
版
に
お
け
る
「
不
滅
の
光
」
と
は
、「
松
坂
の
一
夜
」
に
お

け
る
師
弟
の
め
ぐ
り
会
い
の
一
瞬
で
あ
る
。
真
淵
と
宣
長
の
対
面
の
瞬
間
こ
そ
が
、
長
久
に
わ
た
る
国
文
学
史
に
匹
敵
す
る
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
師
弟
の
一
期
一
会
の
邂
逅
と
い
う
美
談
を
永
遠
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
「
松
坂
の
一
夜
」
が
成
し
遂
げ
た
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
教
科
書
版
に
お
け
る
「
不
滅
の
光
」
と
は
、
宣
長
の
努
力
の
賜
物
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
で
あ
っ
た
。
要
す
る

に
、『
古
事
記
伝
』
こ
そ
が
長
久
の
歴
史
に
釣
り
合
う
価
値
の
あ
る
成
果
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
些
細
な
違
い
に
見
え
る
か
も
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し
れ
な
い
が
、
ず
ら
さ
れ
た
意
味
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。
そ
れ
は
「
松
坂
の
一
夜
」
の
主
題
の
変
更
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教

科
書
版
に
お
い
て
は
、
宣
長
の
一
代
記
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
主
人
公
の
最
大
の
功
績
に
文
字
通
り
光
が
当
た
っ
て
お
り
、
真
淵
と
の
出
会

い
「
松
坂
の
一
夜
」
は
そ
れ
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
と
い
う
扱
い
で
あ
る
。
出
会
い
の
一
瞬
が
悠
久
の
歴
史
に
匹
敵
す
る
と

い
う
、
信
綱
が
こ
の
物
語
に
こ
め
た
ロ
マ
ン
主
義
的
な
美
学
と
は
根
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
一
方
で
信
綱
の
文
章
に
極
め
て
忠
実
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
不
滅
の
光
」
の
照
ら
す
場
所
で
あ
る
。
教
科
書
最
終
版
（
第
五

期
修
身
教
科
書
）
に
お
い
て
、「
わ
が
国
の
学
問
の
上
」
に
輝
い
て
い
る
と
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
国
語
教
科
書
で
は
「
我
が
国
文
学
の
上
」

と
し
て
い
た
。
こ
の
改
変
は
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
。
昭
和
十
八
年
と
い
う
時
代
を
反
映
し
て
、「
国
文
学
」
よ
り
も
守
備
範
囲
の
広
い
「
わ

が
国
の
学
問
」
と
改
め
た
の
か
。

　

実
は
こ
の
点
こ
そ
信
綱
版
に
忠
実
な
箇
所
で
あ
っ
て
、
教
科
書
版
（
第
三
、
四
期
）
が
基
づ
い
た
信
綱
版
は
、
大
正
六
年
刊
の
『
賀
茂
真
淵

と
本
居
宣
長
』
に
収
録
さ
れ
た
「
松
坂
の
一
夜
」
で
あ
り
、「
我
が
国
文
学
史
の
上
」
で
あ
っ
た
が
、
第
五
期
教
科
書
版
が
基
づ
い
た
信
綱
版

は
、
昭
和
十
年
刊
の
『
増
訂
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
の
一
文
は
信
綱
の
手
に
よ
っ
て
、「
吾
が
国
学
史
の
上
」

と
推
敲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
五
期
の
「
わ
が
国
の
学
問
の
上
」
と
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
信
綱
の
推
敲
（
増

訂
版
）
を
参
照
し
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
変
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
時
局
の
要
請
に
よ
る
改
変
で
は
な
か
っ

た
。

　

さ
て
、
収
録
さ
れ
る
科
目
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
教
材
が
授
業
で
扱
わ
れ
る
時
期
も
変
更
さ
れ
た
。
国
語
に
お
い
て
は
、
一
学
期

の
六
月
第
三
週
あ
た
り
（
夏
休
み
前
）
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
松
坂
の
一
夜
」
の
史
実
（
宝
暦
十
三
年
五
月
二
十
五
日
）
に
照
ら
し

て
妥
当
な
配
当
時
期
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
修
身
に
お
い
て
は
、
二
学
期
の
十
月
あ
た
り
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
課
の
目
的
が
「
秋
の
夜
の
読
書
」
と
な
り
、
そ
れ
に
照
準
を
合
わ
せ
た
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
教
材
の
趣
旨
」
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（『
初
等
科
修
身
教
師
用
』
第
四
）
の
最
初
に
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

快
い
夜
長
の
季
節
で
あ
る
。
ま
さ
に
灯
火
親
む
べ
き
の
時
、
勉
学
の
態
度
に
つ
い
て
諭
し
、
読
書
指
導
を
徹
底
せ
し
め
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
、
本
教
材
の
ね
ら
ひ
が
存
す
る
。

　

ま
さ
に
読
書
の
秋
と
い
う
授
業
実
施
時
期
と
の
関
連
で
、
趣
旨
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ね
ら
ひ
」
は
、
教
材
取
扱
い
に
関
す
る
要

領
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
敷
衍
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
授
業
時
期
の
変
更
に
伴
う
趣
旨
の
改
変
だ
け
で
な
く
、
修
身
教
科
書
に
独
特
の
「
趣
旨
」
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し

た
い
。
指
導
書
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
長
上
と
話
す
時
の
言
葉
遣
い
や
礼
儀
、
対
座
す
る
時
の
挨
拶
の
作
法
、
手
紙
を
受
け

取
っ
た
時
の
返
事
の
礼
法
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
礼
儀
や
作
法
は
、
た
し
か
に
六
十
七
歳
の
老
学
者
に
対
し
た
時
に
三
十
四
歳
の
壮

年
が
採
る
振
る
舞
い
と
し
て
自
然
な
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
こ
の
教
材
を
用
い
て
教
え
る
の
は
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
じ
教

材
で
あ
っ
て
も
、
科
目
が
変
わ
る
と
教
え
る
内
容
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
変
化
し
た
の
は
教
え
る
内
容
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
松
坂
の
一
夜
」
が
修
身
教
科
書
に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
敗

戦
後
、
思
わ
ぬ
運
命
が
待
っ
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
修
身
の
授
業
は
神
道
指
令
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
、
歴
史
や
地
理
が
そ
の
後
復
活
し

た
の
と
は
対
照
的
に
闇
の
中
に
落
ち
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
に
イ
フ
は
禁
物
で
あ
る
が
、
も
し
「
松
坂
の
一
夜
」
が
国
語
科
の
教
材
の

ま
ま
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
戦
後
の
扱
い
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
戦
時
中
に
ほ
ん
の
二
年
間

で
は
あ
る
が
、
修
身
の
教
材
と
し
て
の
役
割
を
全
う
し
、「
松
坂
の
一
夜
」
は
教
材
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）
高
等
小
学
校
・
国
民
学
校
高
等
科

　

高
等
小
学
校
の
修
身
書
の
教
材
に
本
居
宣
長
や
国
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
意
外
に
遅
く
、
国
民
学
校
時
代
の
『
高
等
科
修
身
』
一
（
昭
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和
十
九
年
）「
三 

み
く
に
ま
な
び
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
冒
頭
に
は
、
宣
長
著
『
玉
勝
間
』
一
の
巻
「
が
く
も
ん
」
が
口
語
訳
で
掲
出

さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

世
間
で
学
問
と
い
へ
ば
、
す
ぐ
に
漢
籍
を
勉
強
す
る
こ
と
の
や
う
に
考
へ
て
、
皇
国
の
古
い
も
の
を
学
ぶ
の
は
、
特
に
神
学
と
か
、
和
学

と
か
、
国
学
と
は
言
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
例
の
支
那
を
主
に
し
て
、
皇
国
の
も
の
を
次
に
し
た
考
へ
方
で
、
ま
こ
と
に
よ
ろ

し
く
な
い
こ
と
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
昔
漢
籍
を
学
ぶ
こ
と
だ
け
が
行
な
は
れ
て
、
み
く
に
ま
な
び
を
専
門
に
す
る
者

が
な
か
つ
た
か
ら
、
自
然
さ
う
い
ふ
呼
び
方
が
起
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
世
に
な
る
と
、
皇
国
の
学
問
を
専
門
に
す
る
人
た
ち

も
、
た
く
さ
ん
出
来
た
か
ら
、
む
し
ろ
漢
籍
を
学
ぶ
こ
と
を
、
漢
学
と
か
儒
学
と
か
呼
び
、
皇
国
の
も
の
を
こ
そ
、
も
つ
ぱ
ら
学
問
と
呼

ぶ
べ
き
で
あ
る
。
世
間
の
人
の
も
の
の
言
ひ
方
を
見
る
と
、
こ
の
種
の
言
葉
を
使
ふ
時
に
、
内
と
外
と
の
わ
き
ま
へ
を
知
ら
な
い
で
、
外

国
の
も
の
を
、
ま
る
で
内
の
も
の
の
や
う
に
考
へ
た
も
の
が
多
い
。

　

学
問
と
言
え
ば
漢
学
を
指
し
、
我
が
国
の
学
問
は
そ
れ
と
は
区
別
し
て
神
学
・
和
学
・
国
学
と
呼
ぶ
の
は
自
己
卑
下
の
極
み
で
あ
る
と
宣
長

は
考
え
た
。
そ
れ
は
日
本
で
遠
い
昔
か
ら
漢
学
や
儒
学
が
行
わ
れ
て
き
た
名
残
で
あ
っ
て
、
中
国
の
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
あ
り
が
た
が
る
風

潮
が
蔓
延
し
て
い
た
。
当
時
の
日
本
の
学
者
の
思
考
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
華
夷
秩
序
で
あ
る
。
華
夷
秩
序
と
は
、
中
国
を
世
界

の
中
心
と
す
る
中
華
思
想
に
則
っ
て
、
周
辺
諸
国
は
そ
れ
に
追
随
す
る
劣
っ
た
国
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
、
東
夷
・
西
戎
・
南
蛮
・
北
狄
と

名
付
け
て
さ
げ
す
み
、
朝
貢
を
求
め
た
。
た
だ
し
、
特
に
こ
の
時
期
は
、
明
国
が
滅
ん
で
清
国
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
明
清
交

代
が
行
わ
れ
た
の
で
、
日
本
の
中
で
も
華
夷
秩
序
の
転
換
を
主
張
す
る
儒
学
者
も
現
れ
た（
注
21
）。
そ
の
発
想
は
い
ず
れ
尊
王
論
を
導
き
出
す
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　

宣
長
が
こ
こ
で
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
を
主
体
と
し
た
物
の
考
え
方
か
ら
自
国
中
心
の
発
想
法
へ
の
転
換
で
あ
る
。
神
学
・
国
学
・

和
学
と
は
、
宣
長
に
言
わ
せ
れ
ば
、
漢
国
に
こ
び
へ
つ
ら
う
用
語
法
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。『
う
ひ
山
ぶ
み
』
の
中
で
も
同
様
の
こ
と
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を
記
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
国
学
・
和
学
の
言
い
換
え
語
と
し
て
「
皇み

く
に朝

学ま
な
び」

と
称
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
教
材
の
項
目
タ
イ

ト
ル
が
「
国
学
」
で
は
な
く
、「
み
く
に
ま
な
び
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
宣
長
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
宣
長
の
文
章
の
引
用
、
紹
介
か
ら
始
ま
る
当
該
項
目
は
、
皇
国
の
道
の
尊
さ
に
言
及
し
、
近
代
以
降
の
歴
代
天
皇
の
勅
諭
に
及

ん
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
で
も
、
明
治
天
皇
が
、
道
の
大
本
に
就
い
て
お
示
し
に
な
つ
た
教
育
に
関
す
る
勅
語
、
昭
和
の
大
御
代
、
特
に
青
少
年
学
徒
に
賜
は
り

た
る
勅
語
に
就
い
て
、
日
夜
そ
の
奉
体
に
心
を
く
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

明
治
天
皇
の
教
育
勅
語
と
今
上
天
皇
の
勅
語
に
言
及
し
、
こ
れ
を
奉
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
昭
和
の
勅

語
に
つ
い
て
、
こ
の
あ
と
長
々
と
引
用
と
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
昭
和
の
勅
語
と
は
、
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
二
日
に
宮
城
前
広

場
で
、
青
少
年
学
徒
代
表
に
向
け
て
賜
っ
た
勅
語
（「
青
少
年
学
ニ
徒
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
」）
の
こ
と
で
、
国
力
は
青
少
年
学
徒
の
双
肩
に
掛

か
っ
て
い
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
丁
寧
に
解
説
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

勅
語
を
賜
は
つ
て
か
ら
、
こ
ゝ
に
数
年
、
支
那
事
変
は
、
そ
の
ま
ゝ
大
東
亜
戦
争
へ
と
移
つ
て
、
今
や
明
ら
か
に
、
決
戦
の
段
階
へ
突
き

進
ん
で
来
た
。
戦
局
は
、
ま
こ
と
に
深
刻
で
あ
る
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
転
進
か
ら
、
山
本
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
の
壮
烈
な
戦
死
、
ア
ッ
ツ

島
に
於
け
る
山
崎
部
隊
長
以
下
皇
軍
将
兵
の
玉
砕
と
い
ふ
や
う
な
出
来
事
は
、
一
億
国
民
の
胸
を
打
ち
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
と
こ
ろ
で
、
前
途
容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
思
は
せ
る
。
国
運
の
隆
昌
を
双
肩
に
荷
な
ふ
青
少
年
学
徒
の
つ
と
め
は
、
極

め
て
重
大
で
あ
る
。

　

勅
語
奉
体
以
降
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
戦
局
を
交
え
て
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
事
象
を
時
系
列
で
ま
と
め
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日　
　

大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
開
戦
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昭
和
十
七
年
八
月
七
日　
　
　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
転
進

昭
和
十
八
年
四
月
十
八
日　
　

山
本
五
十
六
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
戦
死

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
九
日　

山
崎
保
代
部
隊
長
、
ア
ッ
ツ
島
に
て
玉
砕

　

こ
の
よ
う
に
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
い
戦
局
に
言
及
し
た
後
で
、
今
後
の
「
国
運
の
隆
昌
」
を
青
少
年
学
徒
の
双
肩
に
担
わ
せ
る
と
い
う
筋

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
青
少
年
学
徒
に
は
「
国
家
の
今
日
」
を
支
え
る
と
と
も
に
、「
明
日
の
国
運
」
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る

と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
青
少
年
学
徒
に
対
し
て
は
、
将
来
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
人
材
に
対
す
る
期
待
と
と
も
に
、
総
力
戦

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
局
へ
の
即
戦
力
と
し
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
急
迫
す
る
時
局
を
打
開
す
る
た
め
の
即
戦
力
に
対
し
て
、
戦
時
下
に
は
す
で
に
定
番
と
な
っ
て
い
た
大
伴
家
持
「
海
ゆ
か
ば
」

を
提
示
し
、
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。

皇
国
に
生
ま
れ
て
、
忠
を
致
し
、
命
を
捧
げ
る
こ
と
こ
そ
、
臣
民
の
道
で
あ
る
。
軍
人
に
ま
れ
、
学
徒
に
ま
れ
、
そ
の
ほ
か
ど
ん
な
地

位
、
ど
ん
な
職
業
に
あ
る
に
し
て
も
、
臣
民
と
し
て
君
国
に
報
い
る
道
に
、
変
り
あ
る
は
ず
は
な
い
。

　

尽
忠
報
国
が
「
臣
民
」
と
し
て
歩
む
道
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
文
部
省
に
よ
る
『
国
体
の
本
義
』（
昭
和
十
二
年
三
月
）
や
『
臣
民

の
道
』（
昭
和
十
六
年
七
月
）
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
理
念
が
こ
の
よ
う
な
形
で
教
科
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の

よ
う
な
時
局
を
乗
り
切
る
の
に
都
合
の
良
い
古
典
が
断
章
取
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
本
項
目
の
冒
頭
に
置
か

れ
た
引
用
は
、『
玉
か
つ
ま
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
青
少
年
学
徒
が
戦
時
に
持
つ
べ
き
矜
恃
と
戦
争
の
相
手
国
に

対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見
方
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
一
向
に
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
当
該
項
目
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

皇
国
の
使
命
と
戦
局
の
推
移
に
、
深
く
思
ひ
を
致
す
時
、
私
ど
も
学
徒
は
、
更
に
一
段
の
奮
起
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
な
い
で
は
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ゐ
ら
れ
な
い
。
本
居
宣
長
先
生
が
、「
玉
か
つ
ま
」
で
、「
み
く
に
ま
な
び
」
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
の
べ
ら
れ
た
根
本
も
、
全
く
こ
の
皇

国
の
た
め
奮
起
す
る
こ
と
を
お
い
て
、
ほ
か
に
は
無
い
の
で
あ
る
。

　

刻
々
と
変
化
す
る
戦
局
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
教
材
は
、
銃
後
の
学
徒
が
「
奮
起
」
を
促
す
文
章
で
終
結
す
る
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
は
、
読
者
た
る
国
民
学
校
高
等
科
の
生
徒
に
対
し
て
一
貫
し
て
「
私
ど
も
学
徒
」
と
記
し
て
、
語
り
手
が
読
者
と
同
化
す
る
視
点

を
導
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
か
ら
語
り
か
け
る
「
学
徒
諸
君
」
で
は
な
く
、
目
線
を
下
げ
て
読
者
と
一
体
化
す
る
「
私
ど
も
学
徒
」
な

の
で
あ
る
。
巧
妙
に
生
徒
の
視
点
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
朗
読
す
る
者
の
思
考
を
操
る
効
果
が
生
ま
れ
る
。
学
徒
の
認
識
を
巧
み
に
誘

導
し
て
、
銃
後
の
学
徒
は
い
つ
し
か
前
線
の
兵
隊
に
同
化
す
る
。

　

こ
の
最
終
段
落
は
冒
頭
に
置
か
れ
た
『
玉
か
つ
ま
』
に
言
及
し
、
本
論
の
主
張
を
ま
と
め
る
形
で
結
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
首
尾
呼
応
の

構
成
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
教
材
の
論
旨
に
お
い
て
『
玉
か
つ
ま
』
を
引
用
し
、「
み
く
に
ま
な
び
」
を
取
り
上
げ
て
い
る

の
は
、
そ
れ
が
青
少
年
学
徒
に
向
け
た
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
高
等
科
修
身
の
教
科
書
教
材
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は

な
い
。
つ
ま
り
、「
み
く
に
ま
な
び
」
は
学
徒
に
と
っ
て
、
戦
局
に
対
す
る
現
状
認
識
と
国
威
を
発
揚
す
る
た
め
の
教
材
と
し
て
機
能
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
日
本
軍
が
中
国
戦
線
を
闘
っ
て
い
た
昭
和
十
八
年
と
い
う
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
お
い
て
、「
玉
か
つ
ま
」
の
中
で
宣
長
が
記
し
た

儒
学
・
漢
学
に
対
す
る
敵
対
意
識
は
、
当
時
の
学
徒
の
敵
愾
心
を
か
き
立
て
る
た
め
の
、
い
わ
ば
出
汁
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
宣
長
が
「
が
く
も
ん
」
の
項
目
で
主
張
し
て
い
る
の
は
、
儒
学
・
漢
学
に
媚
び
へ
つ
ら
い
、
わ
が
国
の
学
問
を
二
の
次
と
考
え
る
同
時
代

の
学
者
に
対
す
る
批
判
と
、
わ
が
国
の
学
問
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
自
信
と
自
尊
心
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
毅
然
と
し
た
態
度
で
あ

る
。
こ
こ
に
見
え
る
の
は
、
引
用
文
と
解
説
本
文
と
の
乖
離
で
あ
り
、
宣
長
テ
ク
ス
ト
の
明
ら
か
な
曲
解
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
曲
解
や
断
章
取
義
に
満
ち
た
修
身
教
科
書
は
、
戦
後
の
学
制
改
革
の
中
で
こ
ぼ
れ
落
ち
、
学
校
の
教
室
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た（
注
22
）。
教
育
勅
語
の
廃
止
と
と
も
に
学
校
か
ら
追
放
さ
れ
、
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
修
身
教
科
書
が
漆
黒
と
静
寂
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の
闇
に
落
ち
た
時
、
宣
長
国
学
も
ま
た
巻
き
添
え
を
食
ら
っ
て
、
も
ろ
と
も
に
闇
の
底
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

　
　
　
　
　

六
、
結
語

　

戦
前
・
戦
中
の
小
学
校
教
科
書
は
、
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
本
居
宣
長
の
国
学
を
取
り
上
げ
、
時
局
の
変
転
に
応
じ
て
取
り
上
げ

方
を
変
え
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
敗
戦
を
迎
え
た
時
、
そ
こ
に
は
三
つ
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
国
語
教
科
書
は
墨
が
塗
ら
れ
た
上
、
差

し
替
え
ら
れ
た
。
国
史
教
科
書
は
一
時
、
授
業
停
止
の
指
令
が
下
る
が
、
そ
の
後
全
面
改
訂
の
流
れ
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
修
身
教
科
書
は
国
史
と
と
も
に
授
業
停
止
の
指
令
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
廃
業
と
な
り
、
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

国
語
・
国
史
・
修
身
は
国
民
学
校
国
民
科
の
科
目
と
し
て
、
戦
争
に
突
入
し
た
が
、
戦
に
敗
れ
て
か
ら
三
者
三
様
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ

た
。
宣
長
国
学
を
視
座
と
し
て
見
渡
す
と
、
小
学
教
科
書
は
か
く
の
ご
と
き
運
命
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。

注（
１
）
拙
著
『
本
居
宣
長
の
大
東
亜
戦
争
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
十
一
年
八
月
）
第
三
章
「
近
代
宣
長
像
の
形
成
と
変
容
（
上
）
―
「
松
坂
の
一
夜
」
伝
説

の
成
立
」
お
よ
び
第
四
章
「
近
代
宣
長
像
の
形
成
と
変
容
（
下
）
―
敷
島
歌
の
解
釈
の
変
容
」
参
照
。

（
２
）『
復
刻
版 

文
部
行
政
資
料
（
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
）』
第
一
集
（
国
書
刊
行
会
、
平
成
九
年
、
原
本
は
昭
和
二
十
年
十
一
月
刊
）、
お
よ
び
同
第
二
集

に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
３
）
吉
田
裕
久
『
戦
後
初
期
国
語
教
科
書
史
研
究
―
墨
ぬ
り
・
暫
定
・
国
定
・
検
定
―
』（
風
間
書
院
、
平
成
十
三
年
三
月
）
参
照
。
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（
４
）
江
藤
淳
『
閉
さ
れ
た
言
語
空
間
―
領
軍
の
検
閲
と
戦
後
日
本
』（
文
藝
春
秋
社
、
平
成
元
年
八
月
）
参
照
。

（
５
）
文
部
省
編
『
学
制
百
二
十
年
史
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
四
年
十
一
月
）
参
照
。
以
下
同
じ
。

（
６
）
当
該
箇
所
の
原
文
はultra-nationalistic ideology

で
あ
る
。
こ
れ
を
「
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
あ
る
い
は
「
過
激
ナ
ル
国
家
主
義

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
和
訳
し
た
わ
け
で
あ
る
。
後
に
丸
山
眞
男
は
こ
れ
を
「
超
国
家
主
義
」
と
訳
し
て
い
る
（「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」『
日

本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
）
所
収
）。

（
７
）
大
久
保
正
『
本
居
宣
長
の
万
葉
学
』「
ま
へ
が
き
」（
大
八
洲
出
版
社
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
）。
序
文
は
昭
和
二
十
一
年
三
月
の
年
記
を
有
す
る
。

（
８
）「
松
坂
の
一
夜
」
に
関
す
る
顚
末
は
、
拙
著
『
真
淵
と
宣
長
―
「
松
坂
の
一
夜
」
の
史
実
と
真
実
』（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
二
十
九
年
二
月
）
参
照
。

（
９
）
拙
著
『
国
学
史
再
考
―
の
ぞ
き
か
ら
く
り
本
居
宣
長
』（
新
典
社
選
書
、
平
成
二
十
四
年
一
月
）
第
十
三
章
「
太
平
洋
戦
争
期
の
国
学
―
敷
島
歌
・
日
本

精
神
・
武
士
道
」
参
照
。

（
10
）
前
掲
『
本
居
宣
長
の
大
東
亜
戦
争
』
第
二
章
「
同
時
代
思
想
と
し
て
の
国
学
（
下
）
―
日
本
精
神
論
の
流
行
と
変
容
」
参
照
。

（
11
）
前
掲
『
戦
後
初
期
国
語
教
科
書
史
研
究
―
墨
ぬ
り
・
暫
定
・
国
定
・
検
定
―
』
参
照
。

（
12
）
前
掲
『
本
居
宣
長
の
大
東
亜
戦
争
』
第
四
章
「
近
代
宣
長
像
の
形
成
と
変
容
（
下
）
―
敷
島
歌
の
解
釈
の
変
容
」
参
照
。

（
13
）
日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
に
お
け
る
秋
山
真
之
の
打
電
「
本
日
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド
モ
波
高
シ
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
波
」
は
海
戦
を
想
起
さ
せ
る
の
に

十
分
な
記
号
で
あ
る
。

（
14
）
第
二
首
紀
友
則
歌
は
戦
後
、
新
制
中
学
二
年
の
国
定
教
科
書
『
中
等
国
語
』
二
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
も
桜
を
詠
ん
だ

歌
の
定
番
と
し
て
国
語
教
科
書
に
定
着
し
た
。

（
15
）
川
田
順
『
幕
末
愛
国
歌
』（
第
一
書
房
、
昭
和
十
四
年
六
月
）
は
宣
長
の
当
該
歌
に
つ
い
て
、「
何
と
よ
い
歌
で
は
な
い
か
。
東
亜
新
秩
序
の
建
設
・
皇

国
の
大
陸
政
策
と
云
ふ
や
う
な
今
日
の
標
語
を
、
一
百
四
十
年
の
昔
に
宣
長
は
知
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
勿
論
、
彼
は
斯
様
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な
具
体
的
の
予
見
を
な
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
皇
国
を
礼
讃
し
、
そ
の
進
運
を
祈
願
す
る
真
心
は
、
お
の
づ
か
ら
に
し
て
此
の
絶
唱
を
成
さ
し
め
た

の
で
あ
つ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
教
授
書
の
種
本
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
勇
み
足
が
過
ぎ
る
。

（
16
）「
国
民
学
校
後
期
使
用
図
書
中
ノ
削
除
修
正
箇
所
ノ
件
」（
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
発
教
一
四
号
、
教
科
書
局
長
ヨ
リ
地
方
長
官
学
校
長
）
に
よ

る
。

（
17
）
海
後
宗
臣
『
歴
史
教
育
の
歴
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
四
年
二
月
）「
13 

人
物
中
心
の
歴
史
」
参
照
。

（
18
）
家
永
三
郎
編
著
『「
く
に
の
あ
ゆ
み
」
編
纂
始
末
』（
民
衆
社
、
平
成
十
三
年
二
月
）
参
照
。

（
19
）「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」（
昭
和
二
十
年
三
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
よ
り
、
同
年
四
月
一
日
よ
り
一
年
間
、
国
民
学
校
初
等
科
以
外
の
す
べ
て
の
授
業

が
原
則
停
止
と
な
っ
た
。

（
20
）『
尋
常
小
学
修
身
書
巻
三
修
正
趣
意
書
』（
大
正
九
年
）
に
よ
る
。

（
21
）
山
鹿
素
行
『
中
朝
事
実
』
は
華
夷
秩
序
転
換
を
提
唱
し
て
い
る
。

（
22
）
文
部
省
図
書
監
修
官
の
大
島
文
義
に
よ
れ
ば
、
科
目
と
し
て
の
修
身
が
授
業
停
止
に
な
る
前
に
、「
終
戦
ニ
伴
フ
教
科
用
図
書
取
扱
方
ニ
関
ス
ル
件
」
の

修
正
方
針
に
基
づ
い
て
、
修
身
書
に
こ
れ
を
適
用
し
、
修
正
講
習
を
行
っ
た
が
、
こ
の
教
材
は
修
正
が
必
須
の
具
体
例
の
中
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
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Japan’s Defeat and Elementary-School Textbooks

Koji  Tanaka

Abstract

　  From August 15, 1945 the modern Japanese system experienced a radical, 

180 degree change. The education administration was no exception. This 

paper examines how elementary school textbooks changed using the way in 

which they handled the nativist learning (kokugaku) of Motoori Norinaga as a 

benchmark. Immediately after Japan’s defeat, the continuation of “national 

schools” and the textbooks used there became a major issue. 

   First, in accordance with GHQ’s four major reform directives, Japanese 

language textbooks had passages redacted in two phases, and when they 

were reorganized into interim textbooks, Norinaga’s poetry had disappeared 

from them. Next, in accordance with directives, the teaching of Japanese 

history was suspended, but due to drastic reforms, the classes were able to 

continue. Before and during the war, Norinaga’s nativist learning was treated 

as a theory promoting reverence for the emperor, but after the war, it was 

treated as one of other early-modern schools of thought, together with 

Confucian and Dutch learning. Third, in accordance with directives, ethics 

classes were abolished, and Norinaga’s nativist learning was not taught again 

in that context. The pre-war and wartime image of nativist learning in the 

three subjects above was a false one that was constructed out of 

misinterpretations remote from reality and ad-hoc distortions.

   For Japanese language textbooks, the facts were distorted to favor one 

position over others, and unrelated items were forced into interpretations. 

For history textbooks, Confucianism was incorporated into nativist studies in 
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a way that privileged one reading over others, and for ethics textbooks, 

commentary by nativists was arbitrarily removed in a way that invited 

interpretations of convenience that took it out of context. These misreadings 

and distortions planted an image of nativist learning that was at odds with its 

original shape. As a result, while during the war nativist learning played a 

role in encouraging national prestige and raising morale, it became the target 

of redaction and deletion after the war. Classes for Japanese, history, and 

ethics were part of the national course in national schools, and they were 

taught as subjects within the same curriculum, but after the war, they were 

split into Japanese and Social Studies, and taught with completely different 

curriculums.

keywords：Elementary-School Textbooks, Japan’s Defeat, Motoori Norinaga, 

nativist studies misreadings and distortions
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